
信
教
の
自
由
回
復
法
と
合
衆
国
最
高
裁
の
判
断

花

見

常

幸

〈
創
価
大
学

iま

じ

め

今
年
二
九
九
七
年
)
の
六
月

-195-

五
日
、
九
六
年
!
九
七
年
間
廷
揮
の
最
終
段
階
で
合
衆
悶
最
高
裁
判
所
は
、
四
年
前
に
連
邦
議
会

f話教の防白閥復i去と合衆国後帯電裁の判断(花見)

が
、
上
下
両
院
議
員
の
症
倒
的
多
数
の
賛
成
と
会
米
の
宗
教
団
体
や
人
権
盟
体
の
過
去
に
倒
を
克
な
い
程
の

致
し
た
支
援
、
そ
し
て

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
か
ら
の
力
強
い
支
持
を
得
て
制
乏
し
た
一
九
九
一
一
一
年
信
教
の
自
樹
齢
復
法
(
寸
志
男
氏
佼

g
g叩
申
告
仏

0

8
同

凶

器

付

0
5

〈

1
)

Z
位
。
ロ
〉
a
H
C
C
印
!
以
下
で
は
、
抑
制

-m〉
と
略
称
す
る
〉
に
対
し
て
、
違
憲
無
効
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
た
c

人
口
の
お
よ
そ
九

五
%
が
神
な
い
し
普
通
の
精
神
的
存
在
(
。
ぇ

ο
ご
二

asz色
申
司
王
立
{3) 

O
%
が
少
な
く
と
も
逓
一
胞
は
宗
教
的
儀
式
に
参
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
合
衆
国
に
あ
っ
て
、
後
に
詳
し
く
み
る
よ
う
に
宗
教
案

、
六
O
%
が
何
ら
か
の
宗
教
問
体
に
所
属
し
、

四

践
に
関
わ
る
す
べ
て
の
事
柄
に
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
適
期
範
閉
め
広
い
同
法
は
、
そ
の
制
定
後
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
社

会
生
活
の
様
々
な
分
野
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。

{4} 

こ
の
報
告
で
は
、
ま
ず
第
一
に
同
法
制
定
の
背
景
と
し
て
の
信
教
の
自
由
に
関
す
る
判
例
法
の
展
開
と
同
法
の
内
容
お
よ
び
特
徴

を
簡
単
に
紹
介
し
、
第
二
に
向
法
の
下
で
の
下
級
審
判
決
の
動
向
を
そ
の
背
後
に
あ
る
解
釈
論
の
対
立
を
輸
に
整
理
す
る
。
第
三
に
今
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〈

5)

回
の
違
懇
判
決
、
す
な
わ
ち
♀

3
0
同∞
O
均
三
戸
百
三
時
的
事
件
最
高
裁
判
決
の
論
穏
を
法
廷
意
鬼
と
日
反
対
意
昆
を
ゆ
心
に
紹
介
し
た

上
で
、
第
四
に
、
こ
の
事
件
は
、
信
教
の
自
由
に
関
寸
る
法
準
剰
の
解
釈
な
い
し
定
立
を
め
ぐ
る
議
会
と
最
高
裁
の
機
関
争
い
の
似
顔

を
持
ち
、
最
高
裁
の
法
廷
意
見
は
本
件
を
権
力
分
立
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
と
し
て
合
衆
回
護
法
第
一
回
修
正
第
五
箆
の
解
釈
論
を
中

心
と
し
て
違
憲
判
断
を
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
も
含
め
て
、
こ
の
判
決
が
合
衆
簡
に
お
け
る
信
教
の
自
由
に
関
す
る
判
例
法
の
現
在

と
将
来
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
か
に
つ
い
て
、
若
子
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

信
教
の
自
由
に
関
す
る
判
例
法
と
∞
H
H
M
F

谷
判
決

ω
H
U

い
忌
判
決
以
前
の
信
教
の
・
自
由
に
関
す
る
判
例
法
i

「
必
要
不
可
欠
な
科
議
テ
ス
ト
」

-196-

(
1
)
∞
}
信
号
∞
ユ
判
決
お
よ
び
一
連
の
失
業
保
険
に
関
す
る
誇
判
決

(
時
)

一
九
六
一
一
一
年
の
∞
寄
与
免
許
タ
〈
部
門
口
努
事
件
判
決
は
、
…
相
出
向
上
の
理
由
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
安
息
日
で
あ
る
土
曜
日
に
働
か
な
い

こ
と
か
ら
解
雇
さ
れ
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
失
業
保
険
法
に
基
づ
い
て
失
業
保
険
の
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
同
州
雇
用
保
障
委
員

会
に
よ
っ
て
受
給
資
格
が
な
い
と
認
定
さ
れ
た
セ
ブ
ン
ス
デ

i
‘
ァ
ド
ヴ
ァ
ン
テ
イ
ス
ト
に
関
す
る
判
決
で
あ
り
、
こ
の
判
決
に
お
い

て
合
衆
間
最
高
裁
が
導
入
し
た
判
倒
準
則
こ
そ
「
必
姿
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト

(
3
8宮
臣
認

2
Z
2
a
s
aに
で
あ
る
。

法
廷
意
見
を
代
表
し
た
ブ
レ
ナ
ン
裁
判
官
は
、
第
…
に
、
失
業
保
険
給
付
を
受
け
る
資
絡
が
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
上
告
人
の
宗
教

の
白
血
な
実
践
に
、
何
ら
か
の
負
担
を
課
す
か
ど
う

M
、
第
二
に
、
も
し
負
担
を
課
す
と
す
れ
語
、
そ
の
負
担
す
な
わ
ち
上
告
人
の

第
一
修
正
上
の
権
利
に
対
す
る
実
費
的
な
侵
害
(
帥
各
尽
き
甘
い
と
設
内
江
口
智

g
g
H
)
を
、
問
の
必
要
不
可
欠
な
規
制
利
誌
が
正
当
化
す

(8) 

る
か
ど
う
か
、
の

一
つ
の
問
問
題
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。



第

の
問
鶏
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ナ
ン
は
「
姉
雇
用
保
障
委
員
会
の
決
定
は
、
上
告
人
に
彼
女
の
宗
教
上
の
教
義
に
従
っ
て
失
業
保
険

を
放
棄
す
る
か
、
仕
事
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
宗
教
上
の
教
義
の
一
つ
を
捨
て
る
か
の
選
択
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
選
択
を

{
9〉

政
府
が
追
る
こ
と
は
、
上
告
人
の
土
曜
礼
拝
に
罰
金
を
科
す
こ
と
と
同
様
の
負
按
を
加
え
る
こ
と
と
な
る
」
と
す
る
。

第
一
一
の
問
題
に
つ
い
て
、
州
政
府
側
は
、
本
件
の
規
制
利
益
と
し
て
、
失
業
保
険
受
給
に
関
す
る
宗
教
上
の
理
由
を
装
っ
た
詐
欺
的

な
市
中
立
て
の
防
止
を
主
張
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
問
裁
判
宮
は
、
@
州
政
府
側
が
本
件
で
提
出
し
た
註
拠
に
よ
れ
ば
、
詐
欺
的
申
立
て

の
虞
は
立
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
舎
儒
教
の
自
由
を
俊
害
す
る
こ
と
な
く
、
そ
う
し
た
議
用
を
防
止
で
き
る
他
の
規
制
手
設
が
な
い

〈
山
山
)

こ
と
を
被
上
告
人
の
側
で
立
証
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の
立
誌
も
な
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。

結
論
と
し
て
上
告
人
の
主
張
を
認
め
た
こ
の
判
決
は
、
第
一
修
正
の
信
教
の
泊
料
自
条
壌
に
関
す
る
違
愈
審
査
基
準
と
し
て
、
①
一
般

的
な
法
規
制
約
が
信
教
の
邑
自
に
実
費
的
な
負
扱

z
s
a霊前仲
4
2
E
E
S〉
を
課
す
場
合
に
は
、
政
府
の
必
要
不
可
欠
な
規
制
利
益
が

-197-

信教のeEE凶復t去と合衆飼最護主君主の判断{花見)

そ
の
負
担
を
正
当
化
す
る
か
、
そ
し
て
窃
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
規
制
隠
的
安
達
成
す
る
他
の
手
設
が
な
い
か
、

の

い
ね
…
を
審
資
す
る
「
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
」
を
導
入
し
た
。

そ
の
後
も
、
失
業
保
険
に
関
す
る
事
件
の
領
域
で
は
、
九

O
年
の

MwgE}M
判
決
の
直
前
ま
で
、
話
器
円
σ時
三
判
決
の
導
入
し
た
必
要

〈日〉

一
つ
の
薮
高
裁
判
決
〈
八
一
年
の
斗
ぎ
g
m
g
判
決
、
八
七
年
の
部
)
ぴ
ぴ
ぽ

不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
現
悲
ま
で

(

M

U

)

(

刊
日
)

判
決
、
八
九
年
の
吋

5
5
8
判
決
)
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
事
件
で
も
違
憲
主
張
を
し
た
個
人
の
鶴
が
務
訴
し
て
い
た
。

〈
2
)
J円
。
仏
号
制
判
決

必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
が
、
失
業
保
検
問
関
係
事
件
の
鎮
域
以
外
で
璃
沼
さ
れ
、
信
教
の
自
由
を
、
五
議
し
た
個
人
の
側
が
勝
訴
し

(
川
け
)

一
九
七
二
年
の
定

3
8
5
E
〈
・
ペ
え
号
事
件
判
決
で
あ
る
。

た
唯

の
間
が
、

こ
の
挙
件
で
は
、
ア
ン
マ
ン
派
〈
ア
i
ミ
ッ
シ
ユ
)
の
信
徒
で
あ
る
被
上
告
人
が
、
そ
の
宗
教
的
信
念
に
恭
づ
き
、
入
学
年
を
終
え
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た
子
供
ら
を
さ
ら
に
継
続
し
て
就
学
さ
せ
な
か
っ
た
た
め
、

一
六
歳
〈
九
な
い
し
一

O
学
年
)
ま
で
の
就
学
義
務
を
定
め
た
ウ
イ
ス
コ

ン
シ
ン
州
義
務
教
育
法
違
反
の
有
勢
判
決
会
受
け
、
五
ド
ル
の
罰
金
制
を
科
さ
れ
た
。
関
州
最
高
裁
は
、
そ
の
み
符
罪
判
決
が
い
信
教
の
自

胞
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、
こ
れ
令
覆
し
た
。

法
廷
意
見
を
欝
い
た
パ

l
ガ
|
首
席
裁
判
官
は
、
州
の
「
普
通
教
育
上
の
科
廷
は
重
大
な
」
も
の
で
あ
る
が
、
「
そ
れ
が
第

修
正

の
殻
教
の
自
由
条
旗
、
に
よ
っ
て
特
別
に
保
護
さ
れ
る
蒸
本
的
機
判
や
利
益
、
予
の
宗
教
教
育
に
関
す
る
親
の
缶
統
的
・
な
権
利
を
侵
害
す

る
場
合
」
に
は
、
雨
者
の
比
較
衡
畿
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
さ
ら
に

の
科
益
で
あ
り
、
ぞ
れ
以
外
の
方
法
で

は
実
現
ぞ
き
な
い
利
益
の
み
が
、
宗
教
の
自
由
な
実
践
に
関
寸
る
正
当
な
主
張
に
優
越
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
、
必
要
不
可

(
い
ね
〉

欠
な
利
益
テ
ス
ト
を
適
用
し
、
州
最
高
裁
の
判
決
を
支
持
し
た
。

2 

∞
同
口
紅
y
判
決

198-

こ
う
し
て
信
教
の
自
由
の
領
域
に
お
け
る
確
立
し
た
判
桝
品
半
期
と
な
っ
て
い
た
必
要
不
可
欠
な
科
益
テ
ス
ト
を
覆
し
た
の
が
、

(
吋
山
)

九

O
年
の

HwgMM]CM可
制
民
自

5
0
2
2
2
p
ロ
尋
常
H
B富
士
)
町
民
出
『

m
S
H
N
2
2『
8
m
C向
。
諸
問
円
。
ロ
4
・
ω
ヨ広
Y

判
決
で
あ
る
。

九

オ
レ
ゴ
ン
州
法
で
は
、
ペ
ヨ

i
テ
〈
哲
三
芯
)
を
含
む
「
統
制
物
質
」
を
故
意
に
所
持
ま
た
は
使
用
す
る
こ
と
を
、
そ
れ
が
医
療
関

係
者
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
刑
ん
や
罰
そ
も
っ
て
禁
じ
て
い
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
(
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ

ン
吋
ア
イ
ア
ン
)
で
あ
る
綾
上
告
人
間
名
は
、
彼
ら
が
所
属
す
る

Zmwけ
な
や
〉
ロ
阿
倍
江

S
m
c
r
a円
与
の
儀
式
に
お
け
る
聖
餐
の
自
的
で
ベ
ヨ
!

テ
会
吸
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
畏
関
の
薬
物
中
毒
リ
ハ
ビ
リ
テ

i
シ
ヨ
ン
団
体
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。
被
上
告
人
ら
は
、
上
告
人
で

あ
る
耐
の
機
関
に
失
業
保
険
の
申
識
を
す
る
が
、
彼
ら
は
職
務
に
関
連
し
た
「
非
行
」
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
と
し
て
、
失
業
保
検
の
受

給
資
格
が
な
い
も
の
と
決
定
さ
れ
た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
は
、
∞
Y
R言
ユ
判
決
に
依
拠
し
て
、
失
業
保
険
の
給
付
を
認
め
な
い
こ

と
は
被
上
告
人
ら
の
信
教
の
自
由
行
使
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
し
て
、
州
部
燥
用
部
の
決
定
を
無
効
と
し
た
。



合
衆
院
最
高
裁
の
審
理
で
も
原
審
と
荷
様
に
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
憲
法
上
の
権
利
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
恭
準
の
変
更
に
関
す
る
議

論
は
全
く
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
お
…
に
煩
悶
す
る
当
事
者
双
方
の
代
理
人
に
よ
る
警
面
の
応
醗
も
口
頭
弁
論
も
全
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
に
よ
る
法
廷
意
見
は
、
経
来
の
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
に
替
え
て
、
「
中
立
的
で
一
般
に
液
隠
さ
れ

る
法
(
話
器
『
加
工
担
当
え

m
3
5
E
M
h
H
M
M切
に

S
笹
山
若
こ
を
信
教
の
自
由
条
項
の
下
で
の
厳
絡
な
一
時
法
審
査
か
ら
分
離
す
る
、
新
し
い

〈

η)

般
適
用
法
の
テ
ス
ト
」
会
示
し
て
、
涼
判
決
を
破
棄
し
た
。

準
齢
、
す
な
わ
ち
ウ
中
立
的
な

一
九
九
五
年
信
教
の
自
自
国
護
法

1 

制
定
の
経
緯
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こ
の
∞
S
F
S
判
決
が
示
し
た
「
中
立
的
な
一
般
適
用
法
の
テ
ス
ト
」
に
よ
れ
ば
、
失
業
保
換
受
給
資
格
の
領
域
と
親
の
教
育
機
の

綴
域
に
つ
い
て
全
商
的
な
判
前
変
獲
が
な
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
、
間
性
愛
者
の
権
利
保
護
条
例
を
持
つ
市
当
舟
が
教
会
に

対
し
て
公
然
た
る
向
性
愛
者
を
教
会
の
霊
験
者
や
教
師
な
ど
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
を
命
じ
た
と
し
て
も
、
ま
た
イ
ス
ラ
ム
教
や
ヒ
ン

ド
ゥ

l
教
を
信
ず
る
少
女
が
、
体
育
の
授
業
時
間
に
レ
オ
タ

i
ド
な
ど
の
彼
女
ら
の
信
仰
仰
に
よ
れ
ば
下
品
な
服
装
を
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
た
と
し
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
在
監
者
が
そ
の
教
義
上
恋
し
い

〈

w
o
m
y
m吋
同

0
0
仏
〉
を
摂
る
こ
と
を
拒
杏
さ
れ
た
と
し
て
も
、

さ
ら
に
袈
験
者
が
信
者
の
告
自
を
通
し
て
知
り
得
た
事
実
に
つ
い
て
法
廷
な
ど
で
証
言
を
求
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
仰
れ
の
場
合
に
も

〈
日
時
)

信
教
の
自
由
条
項
は
、
彼
ら
に
持
ら
の
保
護
も
与
え
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

ω
5ト
答
判
決
は
、
ぞ
れ
が
示
し
た

新
し
い
判
例
挙
制
が
非
常
に
広
範
な
影
響
を
信
如
実
銭
や
そ
れ
に
関
連
す
る
嫌
々
な
社
会
生
活
に
与
え
る
こ
と
か
ら
、
政
治
的
、
イ
デ

オ
ロ
ギ

i
的
に
は
極
め
て
大
き
な
栢
違
を
持
っ
た
多
く
の
宗
教
醤
体
や
人
権
凶
体
を
中
心
と
す
る
、
前
倒
が
な
い
ほ
ど
注
目
す
べ
き
大
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き
な
反
対
決
論
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、

ω日
片
付
宮
判
決
に
よ
っ
て
奇
定
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
な
利
議
テ
ス
ト
を
復
活
さ
せ
、
間
判
決
に
よ
っ
て
大
き
く
侵
害
さ
れ
た

信
教
の
自
由
を
餌
復
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

九
九
三
年
信
教
の
自
由
説
後
法
(
お
2
N
P
品

N
C
-
∞-P
抑

協

N000ゲ
ゲ
什
C

M

C

C

3

日

y
g
が
、
上
下
一
間
続
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
、
九
一
一
一
年

一
月
一
六
日
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
饗
名
に
よ
り
成
立
し
た
の
で
あ

る
G 

2 

内
容
と
そ
の
特
徴

〈

1
)
連
邦
議
会
の
事
実
認
識
と
立
法
渡
的

開
法
は
、
命
連
邦
議
会
の
事
実
認
識
と
立
法
目
的

3
0
0
0
宰
条
〉
、
ゆ
保
護
さ
れ
る
信
教
の
自
由

(
8
0
0
5ム
条
)
、
金
用

語
の
定
義

(
N
0
8
5
1
N
条
〉
、
命
適
用

(
8
0
0
5
E
ω
条
)
、
母
霞
教
樹
立
禁
止
条
項
へ
の
影
響

(NOOBσ
ム
条
)

-200-

の
五
ケ
条
か
ら
構
成

さ
れ
る
が
、
そ
の
中
心
は

φ
、
岳
、
ゅ
の
各
条
項
に
あ
る
。

ま
ず
、
@
の
お
き
罫
条
に
お
い
て
、
議
会
の
事
笑
認
識
と
立
法
目
的
が
一
不
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
に
対
し
て
中
立
的
な
法
も
、

そ
の
実
践
の
妨
害
を
意
閉
し
た
法
と
向
様
に
宗
教
の
実
践
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
の
で
あ
り
、
政
府
は
中
立
的
な
法
に
よ
る
実
紫
的
な

負
担
に
つ
い
て
「
き
わ
め
て
説
得
的
な

(
8
5
3
Eお
こ
正
当
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
)
。

ωgF忌

判
決
は
、
こ
の
テ
ス
ト
を
事
実
上
消
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
同
判
決
以
前
の
判
例
撤
収
制
別
で
あ
っ
た
こ
の
テ
ス
ト
は
、
信
教
の
自
由
と

競
合
す
る
政
府
利
益
と
の
適
切
な
衡
震
の
た
め
の
使
用
可
能
な
審
査
基
準
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
こ
れ
を
回
復
し
、
政
府
が
そ
の
家
教

実
践
に
実
鷲
的
な
負
拐
を
課
し
て
い
る
者
に
請
求
権
ま
た
は
防
御
権
を
与
え
る
こ
と
が
本
法
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
。

(
2
)
保
護
さ
れ
る
信
教
の
自
由
l

「
通
用
範
阻
が
拡
大
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス

の
探
用

次
に
母
の
N
0
0
0
5
山
条
で
は
、
原
則
仰
と
し
て
、
政
府
は

般
的
に
適
用
さ
れ
る
法
に
よ
っ
て
も
個
人
の
宗
教
笑
践
に
実
質
的
な
魚



担
を
課
し
て
(
吉
宮
付
加
ロ
け
い
笹
口
川
吉
見
拘
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
脳
内
外
的
に
そ
れ
が
許
さ
れ
る
場
合
の
器
準
を
、
「
政
府
は
、

あ
る
者
に
負
担
司
令
叩
強
い
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
政
府
利
益
を
促
進
し
、
か
つ
当
該
利
益
を
促
進
す
る
最
も
制
限
的
で
な
い
手
段
で
あ

る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
の
み
、
そ
の
者
の
宗
教
実
践
に
対
し
て
実
費
的
に
負
担
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
」

(
b
項
)
と
明
確
に
定

義
し
て
い
る
。
次
の

(
3〉
で
述
べ
る
初
出
主
の
一
般
的
適
用
性
と
結
合
し
て
「
適
用
範
闘
が
拡
大
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
な
利
議
テ

ス

が
採
用
さ
れ
た
と
い
え
る
。

(
3〉

一
般
的
適
用
性

舎
の
N
C
C
Oげ
叩

y
u
条
で
は
、
本
法
が
す
べ
て
の
連
邦
法
と
州
法
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
執
行
に
あ
た
っ
て
な
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
法
的
措

置
に
、
そ
れ
ら
が
た
と
え
一
九
九

月
一
六
日
の
本
法
制
定
以
前
に
制
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
日
山
浅
い
け
ゲ
判
決
以
前
の
判
例
法
の
あ
り
方
は
、
怒
号
ぴ
叩
ユ
以
来
の
一

の
失
業
保
険
受
給
資
格
に
関
す
る

事
件
と
ペ
主
将
事
件
で
は
、
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
が
適
用
怒
れ
信
教
の
・
民
自
を
主
張
し
た
偶
人
の
側
が
勝
訴
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
例
兵
役
免
除
に
関
す
る
事
件
、
的
課
税
関
係
の
事
件
、

ω
問
問
家
の
内
部
的
事
項
に
関
す
る
事
件
(
具
体
的
に
は
、
社
会
保
障

番
号
の
使
用
、
臨
有
林
の
伐
採
と
そ
こ
で
の
道
路
建
設
〉
の
一

つ
の
領
域
で
は
、
こ
の
テ
ス
ト
が
璃
隠
さ
れ
も
し
く
は
そ
れ
に
普
及
が

な
さ
れ
た
も
の
の
、
規
制
が
合
憲
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
家
隊
内
部
の
制
服
規
律
に
関
す
る
事
件
と
、
同
制
務
所
内
部
の
作
業
規

出
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
市
民
約
機
利
一
般
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
環
境
で
の
挙
件
と
し
て
、
同
テ
ス
ト
が
全
く
使
わ
れ
ず
、

(

刊

日

)

よ
り
緩
や
か
な
審
査
蒸
準
に
よ
っ
て
議
制
が
合
憲
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
授
史
を
滋
設
と
し
て
、
開
法
の
制
定
に
関
わ
っ
た
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
律
の
特
色
は
、
信
教
の
由
自
に
関
す
る

す
べ
て
の
事
件
に
適
用
さ
れ
る
判
倒
準
期
と
し
て
必
婆
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
を
回
復
し
、
と
く
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
宗
教
行
為
の
リ
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ス
ト
な
ど
を
掲
げ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
具
体
的
な
適
用
を
完
全
に
裁
判
官
に
委
ね
た
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
そ
の

般
牲
に
あ
る
と
さ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
開
法
は
、
単
な
る
制
定
法
で
あ
る
が
、
信
教
の
自
由
条
項
の
下
で
∞
8
5
M
判
決
以
前
に
存
夜
し
て
い
た
権
利
を
回

後
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
安
当
す
る
領
域
を
拡
大
す
る
も
の
と
し
て
、
議
法
的
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
そ
意
寵
し
た
制
定
法
で
あ

(
刊
州
〉

る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
4
)
関
教
樹
立
禁
止
条
項
へ
の
影
響

舎
の

8
0
0ぴ
ぴ
e
h
H

条
で
は
、
本
法
の
い
か
な
る
部
分
も
、
臨
教
樹
立
禁
止
条
項
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
を
解
釈
し
、
あ
る
い
は
い
か

な
る
意
味
に
お
い
て
も
そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
問
時
に
、
臨
教
条
項
が
許
容

す
る
範
間
内
に
お
け
る
、
政
府
に
よ
る
資
金
援
助
、
使
授
の
提
供
、
も
し
く
は
法
令
か
ら
の
適
応
除
外
は
、
本
法
に
違
反
す
る
も
の
で

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

202-

西

間
法
施
行
後
の
下
級
裁
判
所
判
決
の
動
向

連
邦
法
、
州
法
、
地
方
自
治
体
法
の
す
べ
て
の
法
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
か
つ
あ
ら
ゆ
る
法
領
域
に
つ
い
て

般
的
に
適
用
さ
れ
る
と

い
う
一
般
通
用
性
こ
そ
が
、
M
W
匂
M
W

〉
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
が
故
に
、
信
教
の
自
由
の
主
張
が
重
大
な
世
俗
的
政
府
利
益

にと
解正
釈菌
すか
るら
衡
す突
なす
わる
ち事
{蓄積i
教も
の多
白く
由
の~
主語
張量
生事
谷件

翌雲
盟議
総判
手決
三塁
額あ
烈 L語、

1': 孟

乞事
守護
あ判
る所
識の
者多
iまく
は
裁、

判同
所法
のを
こか
つな
しり
た駁
態定
度的

の
背
景
に
は
、
信
教
の
自
由
の
主
張
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
制
度
上
の
波
及
効
果
を
裁
判
所
が
恐
れ
た
の
で
は
な
い
か

{
幻
)

と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
少
数
の
裁
判
所
が
、
河
湾
同
州
〉
の
立
法
趣
旨
に
忠
実
な
形
で
こ
れ
を
適
用
し
た
判
決
問
も
報
告
さ
れ
て
い



る
。
こ
れ
ら
の
持
表
的
な
事
例
を
紹
介
し
て
、
最
高
裁
に
よ
っ
て
∞
0
2
5
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
、
開
法
が
下
級
裁
判
所
に
よ
っ
て
、

い
か
な
る
解
釈
論
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
と
諜
穏
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
令
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

1 

部
門
法
を
限
定
的
に
解
釈
適
用
し
た
下
級
裁
判
所
の
解
釈
論
と
判
決
倒

〈
1
〉
下
級
裁
判
所
の
示
し
た
解
釈
論
i

「
中
核
性
の
基
準
」
と
「
強
制
の
基
準
」

上
記
の
よ
う
に
、

一
般
的
適
用
性
を
特
徴
と
す
る
お
河
川
両
〉
は
あ
ら
ゆ
る
法
領
域
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
限
定
的
に
適
用
し
ょ

う
と
し
た
多
く
の
下
級
裁
判
所
は
、
同
法
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
範
囲
を
限
定
す
る
解
釈
論
ま
た
は
解
釈
方
法
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
解
釈
論
が
、
「
中
核
性
の
基
準
な
き
け
吋
m
w
}

広
}
N
S丘
ど
や
「
強
制
約
の
基
準
〈

g
g宮
E
C
m
芯
伯
仲
に
と
呼
ば

(
明

ω〉

れ
る
も
の
で
あ
る
。
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H
N

河
湾
〉
が
採
用
し
た
必
要
不
可
欠
な
制
約
凝
テ
ス
ト
は
、
表
現
の
自
由
や
平
等
保
護
事
件
な
ど
の
勉
の
領
域
で
の
ぞ
れ
と
は
若
干
呉

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ぞ
れ
は
、
∞
ヨ
広
町
判
決
以
前
の
特
例
法
に
饗
っ
て
、
ま
ず
…
抑
制
教
の
自
由
侵
害
を
主
張
寸
る
側
が
、

政
府
規
制
に
よ
っ
て
そ
の
宗
教
実
践
に
「
実
費
的
負
坦
(
悶
与
田
宮
三

E
Z
E
3こ
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
立

る
こ
と
安
前

(μ) 

提
と
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
「
築
震
的
負
担
」
の
立
証
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

mmjm〉
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

防
相
告
に
よ
っ
て
こ
れ
が
立
証
さ
れ
る
と
、
そ
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
政
府
科
殺
を
促
進
し
、
か
つ
当
該
利
設
を
促
進

ナ
る
最
も
制
限
的
で
な
い
手
段
で
あ
る
こ
と
を
、
政
府
の
側
が
証
隣
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
草
川
〉
適
用
の
前
提

条
件
と
し
て
、
「
実
費
的
負
担
」
の
立
誌
が
震
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
爽
繋
的
負
担
」
の
す
一
註
の
た
め
に
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
宗
教
実
践
が
岡
県
告
の
俄
仰
に
と
っ
て
「
中
核
的
な
も
の
」
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
婆
求
す
る
の
が
「
中
核
性
の
基
準
」
で
あ
り
、
ぞ

(お〉

の
宗
教
実
践
が
原
告
の
い
い
い
同
仰
守
る
宗
教
に
よ
っ
て
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
を
婆
求
す
る
の
が
「
強
制
の
基
準
」
で
あ
る
。
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「
中
核
性
の
甘
窓
品
取
」
を
明
確
な
形
明
、
述
べ
て
お
り
、
先
例
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
が
、
ユ
夕
刊
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
た
夜

{
惜
山
)

監
者
が
同
州
明
，
M
N

〉
の
適
用
を
求
め
た
巧
句
ロ
叩
吋
4
・
Z
Z
0
2
R
事
件
判
決
で
あ
る
。
本
件
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
在
監
者

が
ス
イ

i
?
ロ
ッ
ジ

2
4
5
2
E官
)
の
氏
一
粧
の
実
施
や
宗
教
上
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
薬
品
詰
所
持
の
許
可
な
ど
会
求

め
て
出
訴
し
た
事
件
で
あ
る
が
、
第
一

O
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
「
吋
実
紫
的
負
担
』
の
要
件
を
充
た
す
た
め
に
は
、
政
府
の
規
制
が
、

在
監
者
億
人
の
信
念
の
中
核
的
な
告
条

(
8
2
5ご
o
E
C
を
表
す
行
為
や
表
現
を
禁
止
ま
た
は
著
し
く
鞘
波
す
る
か
、
自
ら
の
宗
教

に
対
す
る
信
仰
心
を
表
明
す
る
夜
監
者
の
能
力
を
大
き
く
縮
減
す
る
か
、
ま
た
は
夜
監
者
が
そ
の
宗
教
に
と
っ
て
基
本
的
な
(
貯
誌
や

〈
叩
油
)

g
g
g
c
活
動
に
勤
し
む
合
理
的
な
機
会
を
奪
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
と
の
判
断
令
示
し
た
。
閉
じ
く
在
監
者
の
事
件
で

(
州
出
)

あ
る
〉

g
d吋
'
H
C
W
V
B
2
4
・

z-n即応
S
U
8
0ユ
尽
き
け
止
の
C
吋吋自のけい
O
口
事
件
判
決
で
は
、
第
六
巡
間
足
控
訴
裁
判
所
が
、
こ
の
テ

ス
ト
を
用
い
、
金
曜
礼
拝
(
恕
広
島
可
申
時

3Fng)
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
「
碁
本
的
な
も
の
二
信
ロ
含
包

B
Sむ
」
で
は
な
い
の

-204-

で
、
刑
務
所
内
の
保
安
上
の
理
由
か
ら
作
業
時
間
中
に
金
耀
礼
拝
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
は
、
原
告
の
宗
教
実
践
に
と
っ
て
「
実
質
的

(
刊
山
)

負
担
」
に
は
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
こ
ぞ
同
裁
判
所
は
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
病
気
や
斡
職
業
活
動
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
金

曜
礼
拝
を
信
仰
上
合
法
的
に
免
除
さ
れ
う
る
」
と
い
う
、
刑
務
所
付
き
イ
ス
ラ
ム
教
教
減
蹄
の
証
言
に
基
づ
い
て
、
こ
の
判
断
-PM
下
し

(
引
品
〉

て
い
た
。

ア
ボ

1
シ
ヨ
ン
(
人
工
授
娠
中
絶
手
術
)
反
対
派
が
ア
ボ

i
シ
ヨ
ン
+
ク
リ
ニ
ツ

、3F
戸忽」

ク
利
用
自
由
法
(
万
作
曲
号

g
o同〉訂作曲目出

S

Qな
め
の
出

5
3男
知
間
〉
の
け
C

ご
S
5
は
信
教
の
自
由
条
項
と
留
£
〉
に
違
反
し
、
無
効

(お〉

で
あ
る
と
九
主
張
し
た
の
宮
町
内
海
4
・
m
g
o事
件
判
決
が
あ
る
。
こ
の
判
決
で
は
、
第
一

ま
た
、
「
強
制
の
基
準
」
の
適
用
例
と
し
て
は
、

議
団
区
控
訴
裁
判
所
、
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
そ
の
主
張
を
斥
け
て
い
た
。
ア
ボ

i
シ
ヨ
ン
反
対
派
の
強
訴
人
は
、

ア
ボ

l
シ
ヨ
ン
が
殺
人
で
あ
る
と
い
う
真
撃
な
宗
教
的
信
念
を

持
つ

τい
る
こ
と
、
お
よ
び
利
用
自
由
法
が
そ
の
信
念
の
表
明
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
は
主
張
す
る
が
、
彼
ら
の
信
仰
の
実
識
が
ア
ボ
!



シ
ョ
ン
を
妨
害
寸
る
た
め
の
物
理
的
な
実
力
の
行
使
や
そ
の
威
嚇
を
要
求
し
て
い
る
と
の
主
張
は
行
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
利
用

自
由
法
は
彼
ら
の
宗
教
実
践
が
繋
求
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
宗
教
実
践
に
「
実
質
的
な
負
短
」
を
諜
し
て
い
な

(
似
品
〉

い
こ
と
か
ら
、
間
法
は
山
匂
一
河
〉
に
議
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
2
〉
お
百
円
〉
が
限
定
的
に
解
釈
適
用
さ
れ
た
領
域

〈
a)
刑
務
所
の
市
内
部
規
制
州

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
刑
務
所
の
内
部
規
制
問
は
重
大
な
政
府
特
援
を
具
体
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
刑
務
所
内
の
在
監
者
の
穣

〈

叫

ω〉

利
が
裁
判
所
に
よ
る
本
格
的
な
可
語
審
恋
の
対
象
に
な
る
の
は
、
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
の
現
象
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
康
史
を
反
納
税
し
て
、
そ
れ
以
降
、
在
監
者
が
自
ら
の
信
教
の
自
由
傑
警
に
つ
い
て
裁
判
所
の
救
済
を
求
め
た
場
合
に
も
、
裁

判
所
は
刑
務
所
内
の
秩
序
維
持
や
安
全
機
保
と
い
っ
た
刑
務
所
管
理
上
の
科
益
を
敷
設
す
る
立
場
に
立
ち
、
∞
g
p
v
判
決
以
前
の
段
階

-205-

f言教の鼠EI3密復主主と合衆箆差是高裁の務j新(1'EJ!)

に
あ
っ
て
も
、
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(
お
)

件
緩
高
裁
判
決
が
こ
の
典
型
的
な
鋭
円
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
の

Q
?
0
5
4
'
H
U
E
Z
丸
山
山
吉
川
USN-事

本
件
で
、
合
衆
臨
最
高
裁
は
、
ニ
ュ

i
・
ジ
ャ
i
ジ
i
州
の
あ
る
刑
務
所
の
作
業
規
制
制
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
在
監
者
の
金
曜
礼

(
臼

z
g諸
島
)
へ
の
参
加
を
妨
げ
た
と
し
て
も
、
ぞ
れ
は
第

修
正
の
保
鐙
す
る
い
恒
例
教
の
宮
市
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

判
示
し
た
。
多
数
意
見
受
代
表
し
た
レ

i
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
宮
は
、
潟
務
所
内
に
お
い
て
憲
法
上
の
権
制
作
侵
持
が
問
題
に
な
る
場
合

〈
幻
)

の
基
本
権
侵
替
に
通
常
適
用
さ
れ
る
基
準
よ
り
も
緩
や
か
な
「
合
渡
性
」
の
器
準
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
よ
で
、
陪

砂
、
+
晶
、
，

L
i
 

阿
胞
の
諸
規
則
は
刑
務
所
の
秩
序
と
安
全
の
確
保
と
い
う
正
当
な
政
府
利
益
に
合
理
的
な
機
連
性
を
持
っ
て
い
る
と
判
示
し
、
さ
ら
に
間

務
所
の
管
理
者
に
、
信
教
の
自
由
に
便
宜
を
図
る
た
め
の
代
替
手
段
が
な
い
こ
と
を
立
証
ぢ
せ
る
こ
と
は
、
合
衆
間
憲
法
が
刑
務
所
管

〈
柏
崎
)

理
者
の
判
断
に
認
め
る
敬
譲
〈
舎
内
向
き
の
叩
)
を
正
し
く
反
映
し
て
お
ら
ず
、
誤
り
で
あ
る
と
し
た
ο
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同
州
司
一
刻
〉
制
定
後
も
、
刑
務
所
の
内
部
規
則
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
多
く
の
下
級
裁
判
所
は

O
ポ
G
S
判
決
の
考
え
方
を
踏
襲
し

(
総
)

て
お
り
、
在
監
者
の
信
教
の
自
由
の
主
張
を
認
め
て
き
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
宵
景
的
な
事
情
が
あ
る
。
同
州
諸
州
〉
制

{
廷
に
際
し
て
、
全
米
五

O
熊
の
州
荊
務
所
所
長
は
、

一
斉
に
連
邦
議
会
に
書
簡
を
送
り
、
税
務
所
に
持
活
凶
〉
を
適
期
し
な
い
よ
う
要
請

し
た
。
そ
の
輝
一
自
は
、

M
N
2
w
〉
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
剰
務
所
関
係
の
訴
訟
で
用
い
ら
れ
る
法
律
上
の
基
準
が
大
幅
に
変

化
し
、
ぞ
れ
は
必
然
的
に
訴
訟
件
数
と
訴
訟
費
用
の
劇
的
な
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
熊
務
所
の
保
安
と
そ
の
臨
ら
れ
た
予
算

(
M
W
)
 

に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
」
と

γつ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同

an向
上
提
議
銭
が
刑
務
所
を
周
司
N

〉
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る

(
れ
引
〉

領
域
と
す
る
旨
の
修
正
案
を
提
出
し
た
こ
と
か
ら
、

moF門
戸
修
正
を
巡
っ
て
上
読
を
舞
台
に
激
し
い
論
争
が
一
行
わ
れ
た
。
結
論
的
に
は
、

(
必
)

で
否
決
さ
れ
る
が
、
連
邦
議
会
は
上
下
問
院
の
報
告
舎
を
通
じ
て
、
在
監
者
の
信
教
の
白
山
間
に
つ
い

こ
の
修
正
案
は
、
五
八
対
四

て
も
一
司
法
審
奈
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

-206-

方
、
刑
務
所
職
員
に
対
し
て
い
知
統
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
敬
識
を
維
持
す
る
よ
う
、
裁
判
所
に

指
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
上
院
報
告
惑
が
、
裁
判
所
は
今
後
も
「
刑
務
所
菅
理
者
の
持
つ
経
験
や
専
門
性
に
正
当
な

(
刊
制
)

敬
譲
」
を
払
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
下
院
報
告
は
「
よ
り
高
裏
な
審
査
基
準
に
照
ら
し
て
そ
う
し
た
[
家
や
刑
務
所
の
〕
規
郎
を

議
査
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
軍
人
や
刑
務
所
職
員
の
専
門
性
と
機
威
が
必
熱
的
に
庇
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
己

(
H制
)

と
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
背
景
も
あ
っ
て
、
璃
務
所
の
内
部
規
制
知
に
関
す
る
多
く
の
事
件
、
具
体
的
に
は
、
京
教
上
の
文
書
の
受
領
、
晶
飛
躍
的
な

(
M
W
〉

(

門

別

〉

(

同

知

)

礼
拝
の
実
施
、
宗
教
上
の
指
導
者
と
の
題
会
、
京
教
上
神
撃
な
物
の
所
持
に
対
す
る
規
制
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
、
下
級
裁
判
所

は
、
先
に
紹
介
し
た
「
中
核
性
の
碁
準
」
な
い
し
「
強
制
約
の
基
準
」
を
使
っ
て
、

m
E
N〉
適
尽
の
前
提
と
な
る
「
実
業
的
負
担
」
の

証
明
が
な
い
と
し
て
、
在
監
者
の
信
教
の
自
由
の
主
張
を
斥
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
刑
務
所
の
内
部
笈
則
に
関
す
る
事
件
で
は
、
た
と
え
問
問
題
の
規
制
が
宗
教
実
践
に
「
実
紫
的
負
按
い
を
諜
す
こ
と
が
立
証
さ



れ
得
る
よ
う
な
事
件
で
み
つ
で
も
、
裁
判
所
が
「
最
も
制
限
的
で
な
い
手
段
」
の
認
定
を
緩
や
か
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
規
制
約

は同州一句
M
N
〉
に
違
反
し
な
い
と
し
た
事
例
も
多
い
。

足
元
〉
が
婆
求
す
る
「
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
」
は
、
「
厳
格
な
審
査
基
準
〈
印
け
三
百
件
印
の
芸
江
口
可
と
と
も
呼
ば
れ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
内
容
に
基
づ
く
表
現
規
制
の
領
域
、
人
種
に
基
づ
く
区
制
約
な
ど
の
疑
わ
し
い
一
区
別
〈
師
三
宮
町
立
山
節
目
的
仲
間
山

SE

t
cと
に
関
す
る
一
平
等
保
護
事
件
の
領
域
、
あ
る
い
は
基
本
的
権
利
を
侵
害
す
る
立
法
事
件
の
領
域
で
は
、
ほ
法
硲
実
に
進
慾
判
断
を

(
品
目
)

導
く
審
査
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
領
域
で
は
、
問
題
の
規
制
が
「
必
要
不
可
欠
な
政
府
利
益
」
を
促

瀧
す
る
こ
と
の
立
誌
も
、
そ
れ
が
「
最
も
制
限
的
で
な
い
手
段
い
で
あ
る
こ
と
の
立
証
も
、

い
ず
れ
も
容
易
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
刑
務
所
の
内
部
規
制
別
に
関
す
る
お
羽
山
〉
上
の
事
件
で
は
、
刑
務
所
機
関
只
に
対
す
る
敬
譲
の
必
要
か
ら
、
こ
れ
ら
が
比
較
的

f宮教の綴恋回復法と王子衆関最害毒事長め判断(花見)

容
易
に
認
定
怒
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
夜
監
者
が
、
お
吋
一
応
〉
に
基
づ
い
て
ミ
ズ
リ
l
州
荊
務
所
の
長
髪

〈
叫
州
)

規
制
と
期
務
所
内
で
ス
イ

i
ト
・
ロ
ッ
ジ
の
祭
儀
の
実
施
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
の
合
法
性
を
争
っ
た
同
鈴
HU--仲

2
4‘
∞
吾
江
号
事
件

-207-

に
お
い
て
、
第
一
審
の
合
衆
園
地
裁
は
、
他
州
の
刑
務
所
で
は
欝
戒
度
の
最
も
高
い
〈
叫
三
社
尽
き
戸

8
2江
守
)
矯
正
施
設
で
も
ネ
イ

テ
イ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
宗
教
実
践
の
一
っ
と
し
て
、

ス
イ
l
ト
・
ロ
ッ
ジ
祭
儀
と
長
繋
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、
時
刑
務
所
の
戦

員
は
刑
務
所
の
保
安
を
確
保
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
宗
教
実
践
に
使
震
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
否
か
の
検
討
安
全
く
行
っ
て
い
な

〈
災
)

い
と
厳
し
く
批
判
し
た
上
で
、
原
告
の
主
張
を
認
め
る
判
断
念
下
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一

務
の
第
八
巡
鶴
灰
一
控
訴
裁
判
判
所
は
、
「
地

裁
は
、
長
J

髪
が
刑
務
所
の
保
安
に
危
険
を
も
た
ら
し
、
し
か
も
そ
の
[
刑
務
所
の
保
安
の
確
保
と
い
う
]
目
的
を
達
成
す
る
よ
り
制
限

抽
出
で
な
い
実
許
可
能
な
手
段
は
存
主
し
な
い
と
い
う
、
部
務
所
機
関
の
証
言
に
正
当
な
敬
譲
を
認
め
な
か
っ

〈
的
品
}

ロ
ッ
ジ
祭
儀
に
つ
い
て
も
問
様
の
判
断
を
行
っ
て
、
原
審
を
破
棄
す
る
判
決
を
下
し
た
。

と
述
べ
、
ス
イ
i
ト
・

(
b
)
そ
の
他
の
領
域
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の
よ
う
な
解
釈
論
や
解
釈
手
法
が
佼
わ
れ
た
下
級
審
判
決
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
刑
務
所
の
内
部
規
則
に
関
す
る
挙
件
に
限

定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
先
に
「
強
制
の
基
準
」
の
説
明
の
筒
所
で
紹
介
し
た
、
ア
ボ

i
シ
ョ
ン
反
対
派
が
ア
ボ

i
シ
ヨ
ン
・

ツ
ク
利
用
自
由
法
の
お
匂
一
見
〉
違
反
を
主
張
し
た
の
言
町
内
閣
吋
J
N
-

河
芸
C

判
決
な
ど
、
そ
の
他
の
領
域
に
も
存
在
す
る
。
こ
う
し

(
出
品
)

た
判
決
の
弐
表
的
な
も
の
と
し
て
、
三
ユ
ミ
J
1

・
の
時
向
的
。
口
事
件
判
決
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
リ
日こ

の
事
件
で
は
、
カ
ン
ザ
ス
制
当
局
が
公
道
袈
設
の
た
め
に
、
あ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
‘
ア
メ
リ
カ
ン
夫
婦
の
死
産
し
た
娘
の
墓
所
令
移

転
す
る
こ
と
が
、
そ
の
夫
婦
の
同
凶
器
主
上
の
権
利
を
侵
妨
げ
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
。
第

。
巡
副
毘
控
訴
裁
判
所
は
、
ネ
イ
テ
イ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
よ
っ
て
伝
統
的
に
宗
教
儀
式
の
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
国
有
林
地
域
に
お
け
る
森
林
伐
採
と
道
路
建
設
が
、

後
ら
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
F
吉町内〈・

Z
O吋
芸
名
叩
注
目
ロ
ハ
ロ
自
己
時
州
出
三
時
q
p
c窓
口
仲
宮
町
〉
出
m
o
n
g
t
c刷
工
事

件
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
が
示
し
た
「
実
質
的
負
控
」
に
関
す
る
基
準
、
す
な
わ
ち
「
特
定
の
信
仰
実
践
を
よ
り
開
難
に
す
る
か
も
し

-208ー

れ
な
い
が
、
宗
教
的
信
念
に
反
す
る
行
為
を
個
人
に
強
制
す
る
傾
向
を
持
た
な
い
」
政
府
計
測
の
付
随
的
な
効
果
は
信
仰
爽
践
に
対
す

(

日

刊

〉

{

白

川

)

る
実
質
的
な
負
担
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
蒸
準
お
よ
び
羽
信
ヨ
え
判
決
の
示
し
た
「
中
核
性
の
基
準
」
を
引
用
す
る
。
そ
の
よ
で
、

原
告
ら
は
た
と
え
収
用
手
続
が
芦
耐
通
り
一
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
倍
仰
と
信
仰
実
践
を
継
続
す
る
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
、
原
告

ら
が
揺
奉
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
係
府
内
も
ク
エ

i
カ
i
派
の
信
仰
も
い
ず
れ
も
、
必
要
な
場
合
に
は
纂
所
を
移
転
す
る
こ

と
を
許
容
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
原
告
ら
は
む
き
娘
の
墓
の
移
転
が
安
全
な
会
道
建
設
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
自
ら
が
確
信
す
れ

ば
、
そ
の
移
転
に
同
意
す
る
と
誌
ぎ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
裁
判
所
は
、
原
告
ら
が
「
笑
鷲
的
負
鵠
」
を
立
競
し
て
い
な

(
出
却
)

い
と
し
て
、
問
題
の
収
用
計
画
は
、
彼
ら
の
お
河
湾
〉
上
の
権
利
を
侵
答
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。

2 

開
法
の
立
法
趣
旨
に
忠
実
に
解
釈
適
用
し
た
下
級
裁
判
所
の
解
釈
論
と
判
決
到

(
l
〉
下
級
裁
判
所
の
解
釈
論
!
吋
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス



ヨサ
MN〉
の
立
法
趣
旨
に
患
突
な
形
で
向
法
を
適
用
し
た
下
級
審
判
決
も
、
僅
か
な
が
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
解
釈
論
は
、

ー
で
見
た
「
中
核
性
の
藤
準
」
や
「
強
制
約
の
纂
撤
収
」
と
は
大
き
く
異
な
る
、
む
し
ろ
対
照
的
な
「
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス
ト

(
閉
山
)

包
o
E
H
H
M
O付
叫

g
c
c
m
g白
け
に
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ス
ト
は
、

HNSN〉
上
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
怒
れ
た
と
主
践
す
る

(
門
氏
ナ

側
が
、
真
数
年
な
宗
教
的
信
念
に
よ
り
動
機
づ
け
ら
れ
た
信
仰
笑
誌
に
政
府
が
実
質
的
な
魚
艇
を
課
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に

(
総
)

よ
り
、
「
笑
質
的
負
担
」
の
立
誌
が
な
怒
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

鰐
え
ば
、

(ぬ〉

ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
熊
刑
務
所
の
説
得
欄
規
制
料
そ
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
未
決
勾
留
者
が
争
っ
た
広
三
は
ほ
〈
・
手
話
Mm
事
件
判
決

は
、
合
衆
国
地
裁
レ
ベ
ル
の
判
決
で
は
あ
る
が
、
こ
の
「
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス
ト
」
を
採
用
し
た
判
決
例
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

の
原
告
の
費
任
は
、
政
府
が
奥
獄
事
な
宗
教
的
信
念
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
信
仰
築
設
に

〈

m
w
)

的
負
担
を
課
し
て
い
る
こ
と
令
立
証
す
る
こ
と
に
よ
り
果
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
明
確
に
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
符
判
決
は
、
ニ

ち
、
同
判
決
は
、
「

HN22'
の
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の
テ
ス
ト
を
探
周
す
べ
き
理
自
と
し
て
、

つ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第

に
、
「
中
核
性
の

を
採
間
的

ゃ
「
強
制
料
の

す
る
下
級
審
判
決
も
あ
る
が
、
問
題
の
宗
教
実
織
や
信
念
が
淑
告
の
宗
教
に
と
っ
て
ゆ
核
的
で
あ
り
、
当
該
宗
教
に
よ
っ
て
袈
求
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
原
告
に
立
証
さ
せ
る
こ
と
は
、
裁
判
官
を
宗
教
上
の
教
義
問
問
題
の
判
定
者
に
し
て
し
ま
う
こ
と
。
第
二
に
、
合

衆
国
最
高
裁
も
、
政
府
に
よ
っ
て
負
招
令
課
さ
れ
て
い
る
宗
教
実
践
や
依
念
が
教
義
上
中
核
的
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
原
告
に
求
め
た

(
山
山
)

援
も
な
い
こ
と
の
‘
一
点
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス
ト
」
を
採
用
し
た
再
判
決
は
、
イ
ス
ラ
ム
信
仰
の

こ
と
は

表
明
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
祈
祷
帽
「
ク

I
フ
イ

{
w
d
E
こ
の
務
用
を
認
め
な
い
こ
と
が
、
河
テ
ス
ト
に
基
づ
い
て
際
告
の
信
教
の
自

治
に
と
っ
て
「
実
質
的
負
担
」
と
な
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
刑
務
所
の
着
輔
規
制
が
刑
務
所
の
安
全
と
い
う
政
府
科
綬
令
促
進
す
る
た

め
の
議
も
制
限
的
で
な
い
手
段
で
あ
る
の
か
ど
う
か
の
ニ
つ
の
点
に
つ
い
て
、
証
拠
調
べ
を
行
っ
た
治
安
判
事
に
対
し
て
再
度
、
事
実

(
的
出
)

議
査
を
行
う
よ
う
命
じ
た
。
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州
凶
器
州
〉
の
下
に
お
け
る
「
実
質
的
負
担
」
の
立
証
方
法
と
し
て
、
こ
の
「
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス
ト
」
を
支
持
す
る
論
者
は
、
玄

51

ロ
ヨ
判
決
が
指
摘
す
る
、
「
中
核
性
の
悲
準
〕
や
「
強
制
約
の
恭
準
〕
は
、
裁
判
所
に
神
学
上
な
い
し
宗
教
上
の
論
争
を
解
決
す
る
こ
と

(
削
山
)

を
要
求
す
る
と
い
う
問
問
題
点
の
他
に
、
こ
の
テ
ス
ト
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
理
由
と
し
て
次
の
事
摘
を
強
調
す
る
。

第

に
、
「
中
核
性
の
基
準
」
や
「
強
制
の
基
準
い
は
、
特
定
の
宗
教
災
接
や
特
定
の
宗
教
を
別
清
州
〉
の
保
護
対
象
か
ら
排
除
す
る

こ
と
に
な
る
危
険
性
で
あ
る
。
「
強
制
制
の
恭
準
」
や
「
中
核
性
の
器
準
」
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
、
教
会
の
聖
歌
隊
の

員
と
し
て
賛
美
歌
を
歌
う
こ
と
、
礼
拝
施
設
に
対
す
る
寄
付
、
宗
教
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
ホ
1
ム
レ
ス
-

シ
ェ
ル
タ
i
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
対

2
Z
の
保
護
対
象
で
な
く
な
る
と
さ
れ
針
。
ま
た
、
「
強
制
の
恭
準
」
に
よ
れ
ば
、

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
弘
続
の
外
側
に
世
置
す
る
宗
教
、
例
え
ば
、
上
底
部
仏
教
の
よ
う
に
宗
教
上
の
命
令
に
従
う
こ
と
よ
り
も
内

(
白
山
)

面
の
精
神
的
充
実
を
重
視
す
る
宗
教
は
、
見
言
刊
〉
の
保
護
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
「
中
核
性
の
基
準
」
に
よ

-210-

れ
ば
、
あ
る
措
伎
の
新
宗
教
の
よ
う
に
す
べ
て
の
宗
教
を
也
括
す
る
宗
教
や
、
ク
エ
ー
カ
ー
派
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
、
パ
ハ

l
イ
教
の
よ

(
M
W
)
 

う
に
統
合
的
な
宗
教
信
条
を
持
た
な
い
宗
派
や
教
派
は
、
特
定
の
宗
教
実
践
が
自
ら
の
信
仰
に
と
っ
て
や
核
的
で
あ
る
と
の
立
証
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
回
目
同
〉
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
と
さ
れ
る
。

第
二
に
、
宗
監
}
言
判
決
の
指
摘
す
る
問
問
題
点
に
関
連
し
て
裁
判
所
の
審
査
能
力
の
問
題
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
裁
判
所
は
、
あ

る
宗
教
上
の
行
為
が
、
実
際
に
原
告
の
宗
教
信
条
に
と
っ
て
中
核
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
宗
教
信
条
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ

た
も
の
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
能
力
を
持
た
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
審
恋
能
力
会
持
た
な
い
裁
判
所
は
、
す
で
に
紹
介

し
た
〉
玄
号
免
除
Y
H
M
M
g
判
決
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
、
つ
に
、
何
ら
か
の
宗
教
上
の
権
威
に
効
力
を
求
め
、

g
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
信

教
の
自
由
は
、
問
じ
宗
派
・
教
派
の
勉
の
…
箔
傷
者
の
見
解
と
異
な
る
信
仰
上
の
鬼
解
を
発
援
さ
せ
る
権
利
を
含
む
の
で
あ
り
、
裁
判
所

が
宗
教
上
の
権
威
者
の
意
見
に
従
っ
て
、
原
告
の
行
為
会
教
義
上
中
核
的
な
も
の
で
な
い
、
あ
る
い
は
教
義
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
も



の
で
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
ぞ
れ
自
体
原
告
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
種
々
の
用
途
を
持
っ
た
工
業
閉
鎖
被
の
製
造
部
門
か
ら
戦
車
の
砲
塔
の
製
作
部
門
に
配
龍
転
換
さ
れ
た
た
め
に
、

兵
器
生
産
に
携
わ
る
こ
と
を
禁
ず
る
諜
教
的
信
条
に
基
づ
い
て
工
場
を
退
職
し
た
エ
ホ
バ
の
薮
入
派
の
諮
徒
に
、
失
業
保
積
の
給
付
を

認
め
な
か
っ
た
州
機
関
の
決
議
が
争
わ
れ
た
言
。
話
器
〈
e

同

2
3
J司
∞
芸
誌
0

2
お
ふ

3
g
凶
H
U
1
0可
g
m
E
m
u
-
ュミロ三
3
c
m
事
件

(
抑
制
)

合
衆
国
最
高
裁
判
決
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
マ
、
州
裁
判
所
は
、
兵
器
工
場
で
働
く
こ
と
に
関
し
て
原
告
の
見
解
と
異
な

る
見
解
を
示
し
た
エ
ホ
バ
の
一
殺
人
派
の
別
の
信
徒
の
…
一
紘
一
言
を
議
視
し
た
の
に
対
し
て
、
合
衆
閤
最
高
裁
は
「
教
派
出
向
で
の
こ
の
穫
の
見

解
の
相
違
は
、
特
定
の
い
信
条
を
持
つ
信
仰
附
殺
の
間
で
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
司
法
違
程
は
、
宗
教
条
項
と
の
関
係
で
こ
う
し

た
見
解
の
相
壌
を
解
決
す
る
に
は
会
く
棺
応
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
い
と
述
べ
て
、
率
痕
に
裁
判
所
の
審
査
能
力
の
限
界
を
認
め
て

ミ
'
時
。

し
ず
h

f語教の13由鐙後淡と合衆E議最高裁の事j断(花見}

〈

2
)
同
NEN〉
が
そ
の
立
法
趣
旨
に
患
実
に
解
釈
適
用
さ
れ
た
領
域

(
三
刑
務
所
の
内
部
規
則

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
制
約
務
所
の
内
部
規
制
の
領
域
で
は
、
河
湾
海
〉
制
定
後
も
多
く
の
下
級
裁
判
所
が
、
合
衆
国
最
高
裁
が
下

し
た

0
・
γ
c
m∞
判
決
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
お
り
、
夜
監
替
の
信
教
の
白
抱
の
主
張
を
認
め
て
き
て
い
な
い
。
た
だ
例
外
的
に
、

国
地
裁
レ
ベ
ル
の
判
決
の
ゆ
に
、
「
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス
ト
」
を
採
用
し
て
、
同
四
河
川
出
〉
を
そ
の
立
法
趣
旨
に
忠
実
に
解
釈
適
用
し
た

(
m凹
)

も
の
が
散
託
さ
れ
る
。

〈

b
)
そ
の
他
の
領
域

刑
務
所
の
内
部
規
則
の
領
域
以
外
で
、
下
級
裁
判
所
が
、
山
主
主
を
立
法
趣
旨
に
忠
実
に
解
釈
適
用
し
た
簡
と
し
て
、

(
m刊
)

3
J内
2
2
m
)
事
件
判
決
が
あ
る
。
本
件
で
は
、
破

戸、

の

務
付
金
に
測
す
る
の
Y
江
主
霊
的
4
・
。
ミ
伯
仲
一
忠
告
a

〈
告
を
に
の
と
き
部
喝
の
Y

号
n
y



宗教法修17号(1仰心

産
申
請
を
し
た
者
が
申
請
の
前
年
に
あ
る
教
会
に
「
宗
教
上
の
十
分
の
一
税
〈
C
5
0
m
ご
と
し
て
寄
付
し
た
寄
付
金
が
、
破
産
に
関

{
れ
)

す
る
連
邦
法
に
い
う
「
詐
欺
的
な
譲
渡
定
詰
昆
己
申
ロ
片
付

g
ロ
田
内
部
認
ご
に
謀
議
し
、
破
産
管
財
人
に
返
還
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否

か
が
争
わ
れ
た
。
と
く
に
裁
判
の
過
程
で
主
要
な
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
問
題
の
寄
付
金
を
管
財
人
に
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
、
同
州
出
州
〉

に
連
…
反
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
第
八
巡
閲
区
強
訴
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
〈
M
N
可
知
〉
発
動
の
要
件
ゼ
あ
る
)

実
質
的
負
穏
を
、
宗
教
上
強
制
さ
れ
る
行
為
と
河
様
、
宗
教
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
為
を
含
む
も
の
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
、

(
m
M〉

∞
g
p
v
判
決
以
前
の
信
教
の
自
由
に
関
す
る
判
例
法
を
倍
擁
す
る
と
い
う
器
出
〉
の
目
的
に
合
致
す
る
」
と
し
て

「
宗
教
的
動
機
づ

け
テ
ス
ト
」
令
採
用
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
、
「
破
産
申
繍
人
は
宗
教
上
の
十
分
の
一
税
を
自
ら
が
真
撃
に
信
奉
す
る
宗
教
的

(η) 

…
信
念
の
重
要
な
表
現
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
」
と
議
定
し
て
、
原
審
の
地
裁
判
決
を
覆
す
、
寄
付
金
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
は
申
請
人
の

信
教
の
自
由
を
侵
害
し
対
日
記
〉
に
違
反
す
る
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。

3 

明
ら
か
に
な
っ
た
陪
題
点
と
課
題

川
以
上
の
、

H
W
0
2
き
判
決
以
前
の
下
級
審
判
決
の
検
討
会
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
河
勾
問
〉
適
用
に
期
間
す
る
問
題
点
と
繰
惑
を
要
約

す
る
と
す
れ
誌
、
次
の

点
に
な
る
。

第
一
に
、
同
州
司
一
応
〉
は
、
∞
B
F
V
判
決
に
よ
り
百
定
さ
れ
た
「
必
要
不
可
欠
な
創
刊
益
テ
ス
ト
」
を
揺
教
の
自
由
に
関
す
る
判
例
準
則

と
し
て
、
立
法
的
に
護
活
さ
せ
る
こ
と
を
自
的
と
す
る
法
律
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
事
件
へ
の
適
用
の
仕
方
は
、
裁
判
所
に
完
全
に

ゆ
だ
ね
る
方
式
を
選
択
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
下
級
裁
判
所
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
領
域
に
つ
い
て
、
間
テ
ス
ト
を
厳
格
に
護
用
す

る
ど
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
部
務
所
の
内
部
規
則
に
関
す
る
事
件
が
そ
の
典
型
で
あ
る
よ
う
に
、
∞
認
ニ
}

M

判
決
以
前
の
判
例
法
の
下
で

同
テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
に
は
、
実
質
的
な
意
味
で
こ
れ
を
逃
用
し
な
い
、
強
い
傾
向
を
示
し
て
き
だ
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
と

つ
で
も
、
器
り
出
〉
は
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
分
野
に
何
ら
の
限
定
も
設
け
な
い
一
般
適
用
性
こ
そ
を
そ
の
特
徴
と



し
て
い
た
の
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
結
論
を
下
す
た
め
に
は
司
法
を
合
理
的
に
談
窓
す
る
解
釈
論
が
必
妥
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
釈

議
な
い
し
解
釈
方
法
と
し
て
、
下
級
裁
判
所
が
線
用
し
て
き
た
も
の
が
、
「
中
核
性
の
築
準
い
や
吋
強
制
の
基
準
」
と
い
う
解
釈
論
で

あ
り
、
吋
最
も
制
制
限
的
で
な
い

を
緩
や
か
に
認
定
サ
る
解
釈
方
法
で
あ
っ
た
。

第
一
一
一
に
、
た
だ
下
級
務
創
作
決
の
中
に
は
、
例
外
的
な
が
ら
も
、

m
E
N〉
の
立
法
趣
旨
に
忠
実
に
開
法
を
解
釈
適
用
す
る
も
の
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
判
決
で
は
、
多
数
派
の
裁
判
所
が
採
用
し
た
解
釈
論
や
解
釈
方
法
と
対
立
す
る
「
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス

と
い
、
っ

解
釈
論
が
採
ら
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
対
立
す
る

つ
の
解
釈
論
な
い
し
解
釈
方
法
に
つ
い
て
、
間
口
出
〉
の
あ
る
べ

き
解
釈
適
用
と
し
て
合
衆
間
最
高
裁
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
か
が
注
医
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
に
み
る

よ
う
に
、
最
高
裁
は

ωO尽
き
事
件
判
決
に
お
い
て
、
初
日
勺
一
応
〉
の
あ
る
べ
き
解
釈
を
示
す
と
い
う
次
一
廷
で
は
な
く
、
問
法
自
体
を
違
憲
'

無
効
と
す
る
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

q
d
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五

の

い

け

可

。

同

∞

C
2
4
H叩

4
・
]
V
J
円
。
吋
叩
的

事
件
の
概
要

サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
の
北
東
二
八
マ
イ
ル
に
あ
る
テ
キ
サ
ス
鮒
∞
0
2喜
市
の
丘
の
よ
に
、
日
比
・

}
u
a
R
C
m
w
p
o以
内

C
Y
ロ
円
与
が
建
つ

て
い
た
。

九
二
一
一
一
年
に
態
て
ら
れ
た
教
会
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
伝
統
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
建
造
物
で
あ
っ
た
。
二
一
二

。
の
座
席
が
あ
っ
た
が
、
教
区
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら

E
濯
の
ミ
サ
の
折
り
に
は
座
席
に
康
れ
な
い
者
が
多
数
出
る
た
め
、
サ
ン
・
ア

ン
ト
ニ
オ
の
大
可
教
は
、

の
建
物
を
三
倍
に
拡
大
す
る
設
築
計
画
に
つ
い
て
向
教
区
に
許
可
を
与
え
た
。
数
ヶ
月
後
、
∞
。

2
5

市
議
会
は
、
歴
史
的
建
造
物
と
歴
史
的
地
域
に
関
す
る
保
存
能
強
を
作
成
す
る
権
限
令
市
の
療
史
的
建
造
物
保
存
議
員
会
に
付
与
す
る



宗教法務17号行事事的

条
側
仰
を
可
決
し
た
。
こ
の
条
例
の
下
で
、
持
委
員
会
は
懸
史
的
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
建
設
工
事
に
つ
い
て
事
務
の
承
認
を
行
う
権
限

を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
成
後
に
、
大
河
教
は
、
教
会
の
拡
張
工
事
に
つ
い
て
建
築
許
可
そ
申
請
し
た
。
市
当
局
は
、
教
会
自
体
は
歴
史

的
建
造
物
の
指
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
教
会
の
正
衛
部
分
が
俊
史
的
地
域
の
指
定
限
域
内
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

建
築
許
句
を
認
め
な
か
っ

そ
こ
で
、
大
司
教
が
こ
の
不
許
可
処
分
を
違
法
と
す
る
訴
訟
を
合
衆
居
地
裁
に
提
起
し
た
の
が
本
件
で

あ
る
。訴

状
に
は
、
多
く
の
支
援
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
原
告
側
が
建
築
不
許
可
処
分
に
対
す
る
救
済
根
拠
の
一
っ
と
し
て
河
川
忠
〉
を
援
用

し
た
こ
と
か
ら
、
訴
訟
の
進
行
の
中
で
同
法
の
合
憲
性
が
本
件
の
中
心
的
な
争
点
と
な
っ
た
。

下
級
審
裁
判
所
の
判
断

(
お
)

(
1
)
第
一
審
判
決
!
違
懇
判
決

2 

Aaτ 

審
の
合
衆
国
地
裁
は
、
第
一
間
修
正
第
五
節
の
下
で
の
連
邦
議
会
の
権
限
に
言
明
以
し
な
が
ら
も
、
宮
号
同
)
ロ
ミ
〈
・
宮
内
乱

2
2

(
官
吋
)

件
判
決
を
引
用
し
て
、
泥
沼
山
〉
は
「
何
が
法
か
」
を
決
定
す
る
司
法
府
の
機
関
慨
を
侵
害
し
権
力
分
立
原
則
別
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る

(
幻
)

と
し
て
、
問
法
を
違
態
と
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
第
五
議
回
匿
撚
訴
裁
判
訴
に
中
間
上
訴
す
る
命
令
を
下
し
た
。
な
お
、
第

。〉

段
階
で
、
合
衆
国
政
府
が
原
告
側
の
訴
訟
参
麗
人
と
し
て
訴
訟
に
加
わ
っ
て
い
る
。

(
鴻
)

(
2
)
第
二
審
判
決

i
合
議
判
決

第
二
審
の
措
訴
裁
判
所
は
、
主
と
し
て
次
の

つ
の
理
由
を
示
し
て
お
日
記
〉
を
合
憲
と
判
示
し
た
G

第
一
に
、
第
一
関
修
正
第
五

〈
刊
は
)

舗
の
執
行
条
項
に
関
す
る
指
導
的
先
例
で
あ
る
町
内
主

Nggny
〈
・
認
定

m
S事
件
判
決
が
示
し
た
一
一
一
部
分
テ
ス
ト
、
す
な
わ
ち

φ
お吋

お
〉
は
第
一
一
世
修
正
を
執
行
す
る
立
法
と
「
見
な
さ
れ
得
る
か
」
、
金
同
法
は
「
照
明
ら
か
に
(
第

題
修
正
上
の
権
利
侵
害
を
救
済
す

る
と
い
う
)
当
該
図
的
の
た
め
に
制
定
怒
れ
た
も
の
か
」
、
@
開
法
は

の
精
神
と
文
誌
に
」
合
致
す
る
か
、
に
照
ら
し
て
、
連



邦
議
会
は
、
同
条
項
の
下
で
個
人
の
信
教
の
自
由
に
負
紛
を
議
す
制
定
法
に
関
す
る
厳
格
な
審
交
恕
準
を
間
後
す
る
た
め
に
、
お
勺
一
問
〉

(
的
制
)

を
制
定
す
る
権
限
を
有
す
る
。
第
一
一
に
、

H
N
Z
N
〉
が
∞
浅
い
答
判
決
で
提
示
さ
れ
た
信
教
の
告
白
を
侵
害
す
る
制
判
定
法
に
関
す
る
審
査

基
準
よ
り
も
厳
絡
な
基
準
を
妥
求
し
た
と
し
て
も
、
民
告
は
権
力
分
立
原
則
別
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
司
法
府
の
義

務
は
、
何
が
法
で
あ
る
か
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
義
務
は
排
龍
的
な
も
の
で
は
な
い
。
∞
g
p
v
判
決
は
、
督
教
の
自
由
に
負

担
を
課
す
付
隠
的
な
効
果
を
持
つ
文
面
上
中
立
的
な
法
が
信
教
の
自
由
条
項
に
違
反
し
な
い
こ
と
は
判
示
し
た
が
、
議
会
が
信
仰
実
践

に
便
宜
令
与
え
る
た
め
に
そ
の
法
に
適
用
除
外
を
設
け
る
こ
と
が
問
条
項
に
違
反
す
る
と
は
述
べ
て
い
な
い

o
m『
お
〉
は
、
信
教
の

(
お
)

良
市
町
条
項
に
慨
す
る
議
会
の
解
釈
様
に
基
づ
い
て
、
そ
う
し
た
適
用
除
外
を
創
設
す
る
法
律
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

3 

合
衆
国
最
高
裁
の
判
断

ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
、
同

3
2
の
制
定
は
連
邦
議
会
の
権
問
問
を
倫
越
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
原
審
を
破
棄
す
る
法
廷
寂
見
(
こ

-215 
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れ
に
レ

l
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
、

ス
テ
ィ

i
ヴ
ン
ズ
、
ト
マ
ス
、
ギ
ン
ズ
パ

i
グ
の
各
裁
判
宮
と
、

部
を
除
い
て
ス
カ
リ
ア
裁
判

五
人
の
裁
判
官
が
同
議
)
を
代
表
し
、
ス
テ
ィ

i
ヴ
ン
ズ
裁
判
官
と
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
が
間
意
意
見
〈
ス
カ
リ
ア
の
間
意
意
見
の

一
部
に
ス
テ
ィ
!
ヴ
ン
ズ
が
同
調
〉
を
、
そ
し
て
オ
コ
ナ
、
ス

i
夕
、
ブ
ラ
イ
ヤ
!
の

人
の
裁
判
官
が
そ
れ
ぞ
れ
反
対
登
兎
(
オ
コ

ナ
の
反
対
意
見
の
一
部
に
ブ
ラ
イ
ヤ

i
が
同
調
〉
を
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
る
法
廷
意
見
、
反
対
意
見
を
代
表
す

る
オ
コ
ナ
の
反
対
意
見
、
オ
コ
ナ
に
よ
る
信
教
の
自
由
に
関
す
る
震
史
分
析
に
反
論
す
る
ス
カ
リ
ア
の
間
賞
意
是
令
紹
介
す
る
。

(
1
)
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
に
よ
る
法
廷
窓
見

ま
ず
法
廷
意
晃
は
、
均
一
ヨ
円
台
〉
の
位
置
一
付
け
と
し
て
、
連
邦
議
会
が
最
高
裁
の
下
し
た
∞
S
E
V
判
決
に
室
接
対
応
す
る
た
め
に
、
締
法

を
制
定
し
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
法
活
意
見
は
、
両
当
事
者
間
に
、
議
会
に
よ
る
担
£
〉
の
制
定
が
、
議
会
の
有
す
る
第
…
題
修
正

第
五
節
の
執
行
機
限
の
正
当
な
行
使
で
あ
る
か
密
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

M
N
S
W〉
の
制
定
は
、

い
か
な
る
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州
も
法
の
適
正
な
遊
程
に
よ
ら
ず
に
、
待
人
か
ら
も
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
な
M

つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
第

回
修
正
第

Mmの

保
障
規
定
を
「
適
当
な
立
法
」
に
よ
っ
て
執
行
す
る
間
修
正
第
五
節
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
議
会
の
権
限
の
正
当
な
符
伎
で
あ
る
か
ど

(
幻
)

で
あ
る
。

う
か
と
い
う
本
件
に
お
け
る
最
大
の

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
、

二
段
階
に
分
け
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
第
一
に
、
第
一
程
修
正
第
五
節
の
下
で
の
連
邦
議

会
の
執
行
権
限
は
、
違
憲
な
行
為
に
よ
る
権
利
侵
害
を
救
済
し
ま
た
は
予
防
す
る
叶
救
済
的
〈

g
g申
込
包
ご
権
問
淡
い
な
の
か
、
ぞ
れ
と

も
第
一
則
修
正
に
よ
る
各
州
に
対
す
る
棋
院
の
実
体
的
な
内
容
を
決
定
す
る
「
実
体
的
(
凹
急
浮
き
誌
に
)
権
限
い
な
の
か
と
い
う
持

題
で
あ
り
、
第
二
に
、
第

の
問
題
に
つ
い
て
の
結
論
、

つ
ま
り
そ
れ
は
救
滅
的
な
格
段
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
河
湾
局
〉
は

∞H
H
M
U
Y
判
決
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
信
教
の
自
由
条
項
に
照
ら
し
て
、
救
済
的
な
い
し
予
紡
的
な
制
定
誌
と
い
え
る
か
否
か
と
い
う
陪

題
で
あ
る
。

-216-

第

(
お
)

一
九
回

O
年
の
の
き
許
認
命
日
目
判
決
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う

の
点
に
つ
い
て
、
法
娃
意
見
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

に
、
第
一
関
修
正
の
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
第
一
修
正
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
自
由
で
あ
る
信
教
の
自
由
を
含
む
も
の
で
あ
り
、

第
五
節
の
下
で
の
議
会
の
権
限
は
、
相
当
程
賞
広
範
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
第
ベ
担
修
正
の
規
定
の
「
執
行
(
帯
広

o
E
m
t」

(

刷

出

)

の
み
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
り
、
最
高
裁
は
こ
の
権
限
を
「
救
済
的
な
も
の
」
と
表
現
し
て
き
た
。
第
一
四
修
正
の
意
図
と
第
五
節
の

文
一
一
認
は
、
第

自
修
正
に
よ
る
各
州
に
対
す
る
制
限
の
実
体
的
内
容
を
決
定
す
る
権
限
会
議
会
が
有
す
る
と
い
う
考
え
方
と

致
し
な

い
し
、
そ
の
意
味
で
鑓
教
の
自
由
条
項
の
意
味
す
な
わ
ち
実
体
的
な
内
容
を
変
更
す
る
立
法
は
、
同
条
項
を
執
行
す
る
も
の
と
は
い
え

な
い
。
違
憲
な
行
為
に
よ
る
権
利
礎
的
責
そ
救
済
し
子
関
す
る
手
段
と
、
策
定
法
上
の
権
利
に
実
体
的
な
変
花
を
も
た
ら
す
手
段
と
令
官

却
す
る
境
界
線
を
明
示
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
議
会
は
そ
の
決
定
に
つ
い
て
大
き
な
裁
量
権
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
思
加
は

存
在
し
、
翠
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
予
防
な
い
し
救
済
さ
れ
る
べ
き
機
利
便
番
と
、
そ
の
躍
的
の
た
め
に
探
用
さ
れ



(お〉

る
手
段
と
の
間
に
は
、
「
適
合
性
と
均
衡
性
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
寸
る
。

次
に
、
法
態
意
見
は
、
上
記
の
紡
議
を
第

題
修
正
め
制
定
史
と
最
高
裁
の
判
制
刑
法
を
過
し
て
論
証
す
る
。
ま
ず
、
法
紙
一
意
見
は
、

第

四
修
正
の
俊
史
を
か
な
り
詳
細
絡
に
検
討
し
、
ぞ
の
暦
史
は
、
第
五
節
の
執
行
条
項
の
性
質
が
実
体
的
な
も
の
で
は
な
く
、
救
済
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
種
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ひ
ま
た
、
議
会
が
第
一
密
修
正
の
下
で
救
済
的
で
は
な
い
実
体
的
な
権
限
を
持

{
M
加〉

つ
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
媛
高
裁
が
形
成
し
て
き
た
判
例
法
に
よ
っ
て
も
支
持
冬
れ
な
い
と
す
る
。

第
一
一
の
点
に
つ
い
て
、
法
話
意
見
は
、
河
一

E
Zが
第
五
節
の
下
で
連
邦
議
会
の
持
つ
救
済
的
な
い
し
予
防
的
な
権
限
の
正
当
な
行

伎
で
あ
る
と
い
う
被
上
告
人
側
(
大
司
教
お
よ
び
合
衆
国
側
)
の
主
張
を
適
合
性
と
均
衡
性
の
観
点
か
ら
審
査
し
て
い
る
。
被
上
野
人

に
よ
れ
ば
、
同
法
は
、

ω
g
E
Y
判
決
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
信
教
の
白
山
加
を
保
護
す
る
た
め
の
合
理
的
な
手
設
で
あ
り
、
ぞ
れ
は
、

教
的
な
信
念
や
実
識
を
担
い
繁
ち
す
る
と
い
う
憲
法
違
反
の
倒
的
を
持
っ
た
制
定
法
を
予
妨
し
、
ま
た
は
機
利
侵
害
を
救
済
す
る
も
の
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で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
憲
法
違
反
の
立
証
に
伴
う
困
難
さ
を
間
回
避
す
る
た
め
に
、
連
邦
議
会
は
、
宗
教
笑
設
に
実
質
的
な
負
担

を
課
寸
法
が
、
必
要
不
可
欠
な
政
府
利
益
に
よ
っ
て
正
当
花
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
そ
の
利
益
を
達
成
す
る
最
も
制
践
的
で
な
い
手
段

で
な
い
限
り
、
そ
う
し
た
す
べ
て
の
法
を
単
純
に
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
、
L

つ
の
被
上
告
人
繊
の
主
張
に
対
し
て
、
法
廷
意
見
は
、
予
侍
的
な
法
準
則
が
と
き
に
は
適
切
な
救
済
手
段
と
な
る
こ
と
を
認
め

た
上
で
、
使
用
さ
れ
る
手
段
と
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
的
の
間
に
は
、
適
合
牲
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
令
具
体
的

に
、
同
凶
器
州
〉
と
選
挙
権
に
関
す
る
笠
…
入
品
市
統
制
仰
を
救
済
サ
る
た
め
に
制
判
定
さ
れ
た
投
票
権
法
と
の
比
較
を
通
し
て
検
討
し
、
達
成
さ
れ
る

ベ
き
目
的
に
関
し
て
、
初
旬
H
N

〉
の
京
法
史
に
は
、
人
種
的
協
晃
に
対
応
す
る
宗
教
的
偏
免
に
基
づ
い
て
印
判
定
怒
れ
た

殺
適
用
牲
を

持
つ
制
定
法
の
最
近
の
備
が
欠
如
し
て
わ
ぬ
り
、
広
範
到
に
渡
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
宗
教
上
の
楚
別
の
存
殺
も
立
証
忽
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
使
用
さ
れ
る
手
段
に
関
し
て
、
投
票
権
法
の
場
合
に
は
、
開
法
の
連
用
さ
れ
る
地
域
と
期
間
、
攻
撃
の
対
象
と
な
る
資
格
認
定
の
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形
式
〈
読
み
黍
き
テ
ス
ト
)
な
ど
が
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
同
州
吋
同
州
〉
は
こ
う
し
た
限
定
を
全
く
持
た
ず
、
し
か
も
お

2N〉

が
州
法
に
要
求
寸
る
厳
格
な
テ
ス
ト
は
、
採
用
さ
れ
た
手
段
と
速
成
さ
れ
る
べ
き
立
法
問
的
と
の
間
に
適
合
性
が
な
い
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
同
盟
出
〉
は
連
邦
議
会
の
持
つ
救
済
的
な
い
し
予
防
的
な
権
絞
の
疋
当
な
行
使
で
あ
る
と
い
う
被
上
告
人
側
の
主

〈

mm〉

張
を
斥
け
て
い
る
。

(
2
〉
オ
コ
ナ
裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見

オ
コ
ナ
は
、
ま
ず
第

四
修
正
第
五
鮪
の
解
釈
論
に
関
す
る
法
廷
意
見
の
判
決
理
由
の
大
部
分
に
賛
成
で
あ
り
、
も
し
自
分
が
∞
何
回
p
y

判
決
の
示
し
た
信
教
の
自
由
に
関
す
る
審
査
基
準
に
間
意
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
廷
意
見
に
加
わ
る
こ
と
も
で
ゑ
た
と
述
べ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
在
で
も
間
判
決
は
誤
っ
た
判
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
本
件
の
当
事
者
に
、
∞
自
殺
げ
判
決
が
信
教
の
底

出
条
項
の
正
し
い
理
解
を
示
す
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
議
備
書
面
を
作
成
す
る
よ
う
指
示
し
、
間
判
決
を
再
弁
論
に
付

(
凶
∞
}

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
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こ
う
し
た
こ
と
か
ら
オ
コ
ナ
は
、
そ
の
民
対
意
見
の
大
部
分
を
使
っ
て
、
∞
思
い
け
げ
判
決
は
倍
教
の
自
由
の
主
張
を
審
査
す
る
基
準
と

し
て
不
適
当
な
も
の
を
採
用
し
た
と
彼
女
が
信
ず
る
滋
自
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
信
教
の
自
由
に
関
す
る
初
期
の
ア
メ
リ
カ
的
伝
統
の

歴
史
分
析
を
行
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
c

慰
史
的
資
料
の
検
討
の
結
論
と
し
て
、
彼
女
は
、
「
ム
込
然
観
察
誕
の
起
第
者
連
は
、
吉
岡
州
民
芸

判
決
が
想
定
す
る
が
如
義
、
〕
宗
教
的
表
現
が

般
的
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
違
反
し
な
い
場
合
に
限
っ
て
保
障
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い

世
俗
的
社
会
で
は
な
く
、
自
発
的
な
準
教
的
表
現
を
受
容
す
る
共
和
躍
を
構
想
し
た
」
の
で
あ
り
、
「
信
教
の
自
由
条
項
は
、
信
仰
押
者

の
行
為
が
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
議
…
反
す
る
場
合
で
さ
え
も
、
政
府
に
よ
る
正
当
化
さ
れ
な
い
干
渉
を
受
け
る
こ
と
な
く
宗
教

的
活
動
に
参
加
す
る
警
官
議
極
的
に
保
擁
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
純
一
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
オ
コ
ナ
反
対
意
見

の
大
部
分

一
回
修
正
第
五
節
に
関
す
る
解
釈
論
の
部
分
を
除
く
)
に
問
調
す
る
プ
ラ
イ
ヤ

i
裁
判
官
と
ス

i
タ
裁
判
官
も
、
∞
H
H
M

ルけ}回



(
小
山
)

判
決
を
再
弁
論
に
付
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

〈

3
)
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
に
よ
る
間
意
意
見

ス
カ
リ
ア
は
、
第
一
四
修
正
の
制
定
史
の
理
解
に
関
す
る
部
分
を
除
い
て
、
法
話
意
昆
に
同
意
す
る
が
、
オ
コ
ナ
に
よ
る
俗
教
の
自

出
条
項
の
歴
史
分
析
に
反
論
を
加
え
る
た
め
に
個
到
の
同
意
意
見
を
書
い
て
い
る
。
彼
は
、
歴
史
的
文
畿
は
、
議
会
が
時
に
は
宗
教
に

対
す
る
使
笠
供
与
を
「
適
切
」
と
し
た
例
も
あ
る
こ
と
を
示
寸
に
す
ぎ
ず
、
「
使
支
供
与
が
信
教
の
自
由
条
項
に
よ
っ
て
憲
法
上
命
じ

(
刑
判
)

を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
結
論
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
重
要
な
際
題
は
、
口
信
教
の
自

ら
れ
て
い
る
と
理
解
怒
れ
る

自
に
関
す
る
〕
呉
体
的
な
事
件
の
絡
糸
を
決
定
す
る
者
は
、
選
出
さ
れ
た
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
す
る
人
民
な
の
か
、
そ
れ
と
も
最
潟

裁
な
の
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
れ
リ
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
揺
容
は
、
∞
E
F付
ゲ
判
決
の
屈
答
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
人
民
で
あ
る
」

〈
川
町
〉

と
し
て
い
る
。
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し
か
し
い
う
ま
で
も
な
く
、
お
甲
山
〉
は
人
民
の
代
表
者
か
ら
成
る
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
制
判
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
信
教
の
自
由

の
保
障
の
あ
り
方
一
般
に
つ
い
て
、
人
誌
の
意
患
は
、
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
に
よ
る
厳
格
な
審
査
を
求
め
た
の
マ
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、

ス
カ
リ
ア
の
こ
の
人
民
意
思
を
決
定
的
要
素
と
す
る
論
理
は
、
オ
コ
ナ
に
よ
る
信
教
の
自
由
条
項
の
校
史
分
析
に
対
す
る
反

論
と
し
て
は
有
効
な
も
の
で
あ
る
が
、
信
教
の
自
由
の
権
利
内
容
に
関
す
る
連
邦
議
会
に
よ
る
解
釈
権
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
見
可

HZを
違
憲
と
す
る
法
廷
意
見
と
の
関
係
で
は
、
む
し
ろ
法
経
意
克
の
説
得
力
を
大
き
く
損
な
う
論

な
っ
て
い
る
こ

と
が
指
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一L

ノ、

同

W
C
2話
料
判
決
の
評
価
と
今
後
の
展
望
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あ
る
程
度
予
想
さ
れ
て
い
た
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
判
決
は
、

い
っ
て
残
念
な
判
決
で
あ
る
と
い
わ
、
ざ
る
を
得
な
い
も
の

で
あ
る
。

第

に
、
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
見
付
お
〉
の
立
法
目
的
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
開
法
は
、

∞
S
F
Y
判
決
で
最
高
裁
の
示
し
た
「
中
立
的
な
一
一
般
適
用
法
の
テ
ス
ト
」
と
い
う
法
議
開
を
連
邦
議
会
が
立
法
的
に
覆
す
呂
的
で
制
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
事
件
の
審
理
を
通
し
て
同
法
の
合
憲
性
が
最
高
裁
で
縫
恕
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
M
山
H

己
評
判
決
の
法
定

意
見
を
構
成
し
た
五
人
め
裁
判
官
の
う
ち
西
人
が
鍍
犯
で
あ
り
、
法
廷
意
見
を
執
策
し
た
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
に
思
想
的
に
近
い
ト
マ
ス

裁
判
官
、
が
そ
の
後
加
わ
っ
た
環
荘
の
最
高
裁
の
構
成
を
前
提
と
し
た
場
合
、
別
思
凶
〉
に
対
す
る
違
憲
判
断
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
、
当

然
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
開
法
を
制
定
し
た
連
邦
議
会
の
側
に
は
、
恐
ら
く
同
法
を
上
下
両
誌
の
圧
倒
的
多
数
で
一
向

決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
∞
H

託
手
判
決
の
法
廷
意
見
を
構
成
し
た
裁
判
官
達
に
対
し
て
、
そ
の
準
射
を
魁
直
す
こ
と
を
求
め
る
強
力
な
メ
ツ
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セ
l
ジ
を
送
る
意
髄
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
間
法
は
そ
の
立
法
目
的
に
つ
い
て
、
∞
き
広
Y

判
決
に
よ
っ
て
消
滅
さ

せ
ら
れ
た
判
例
準
則
を
立
法
的
に
関
援
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
そ
明
言
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
お
O
B

均
三
判
決
の
法
廷
意
見
を
形
成
し
た
裁
判
官
達
に
は
、
真
撃
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
同
U
J

'
i、

第
一
一
に
、
残
念
な
判
決
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、

mw
泉
州
〉
が
連
懇
無
効
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

の
自
由
に
関
す
る
法
議
早
川
例

と
し
て
は
、
∞
認
広
ゲ
判
決
の
竹
中
立
的
な
一
般
適
用
法
」
の
テ
ス
ト
が
現
行
法
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
判
決
に
対
す
る
学
説
の
対
応
と
し
て
枚
目
さ
れ
る
の
が
、
つ
い
先
自
発
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
叩

2
2
R仏
rp認
知
ミ
ば
認
の

巻
二
一
7

に
掲
載
さ
れ
た
、
マ
ツ
コ
ン
ネ
ル
の
本
件
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
「
儲
家
諸
機
関
と
解
釈
ハ

c
d
c
h
切
。
叩
吋
ま

4
・

(
川
開
〉

3
2
2
判
決
の
批
判
的
考
祭
主
で
あ
る
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、
彼
は
、
第
一
関
修
正
第
五
節
の
下
で
連
邦
議
会
が
有
す
る
権
限
に

新
叫
す

関
す
る
論
理
的
解
釈
と
し
て
、
①
「
実
体
的
機
限
」
説
、
部
「
救
済
的
権
限
」
説
そ
し
て

φ
「
解
釈
的
(
同
添
付
将
司
号
泣
〈
出
)
権
限
包
況
の



(%) 

一
一
一
つ
の
見
解
が
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
、
∞
O
申
立
岱
判
決
法
廷
意
見
の
い
う
、
「
実
体
的
権
限
い
と
「
救
済
的
権
限
」
の

一
分
論
を
批
判

し
て
い
る
。

第

額
修
正
第
一
節
は
、
「
A
W
衆
悶
市
民
の
特
権
ま
た
は
免
除
を
制
限
す
る
」
法
律
を
制
定
な
い
し
執
行
す
る
こ
と
を
州
に
禁
じ
て

お
り
、
こ
の
条
項
が
繋
教
の
自
由
条
項
な
ど
の
権
利
章
典
を
第

制
服
修
正
に
組
み
入
れ
、
熊
に
対
し
て
適
用
可
能
に
し
て
い
る
根
拠
条

項
で
も
あ
る
が
、
憲
法
は
こ
の
「
特
機
ま
た
は
免
除
」
の

覧
表
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

い
か
な
る
権
科
を
人
民

が
持
つ
べ
き
か
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
と
い
う
見
解
が
、
お
「
耐
火
体
的
権
限
」
説
で
あ
る
と
い
う

(
ω
O
湾
器
判
決
法
廷
意
見
の

い
う
「
実
体
的
機
妓
」
と
は
、
概
念
が
異
な
る

)oe「
救
済
的
権
原
」
説
の
下
で
は
、
裁
判
所
は
「
椅
が
法
で
あ
る
か
を
述
べ
る
」

排
他
的
な
権
限
を
有
ナ
る
と
考
え
ら
れ
、
連
邦
議
会
の
権
隈
は
最
高
裁
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
機
科
に
対
す
る
佼
祭
会
救
済
し
妨
止
す

る
立
法
を
行
う
こ
と
に
設
定
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
窃
の
連
邦
議
会
の
権
裂
を
「
解
釈
的
権
限
」
と
す
る
見
解
は
、
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一
関
修
正
第
一
誌
の
権
利
引
内
容
を
解
釈
し
、
そ
の
解
釈
に
従
っ
て
諸
条
項
を
執
行
す
る
法
律
令
制
判
定
す
る
一
定
の
権
限
を
有
す
る
と
い

(
M
m
)
 

う
見
解
で
あ
る
。

マ
ツ
コ
ン
ネ
ル
は
、
第

四
修
正
の
制
定
史
の
枠
組
な
検
討
を
過
し
て
、
藤
史
的
文
書
は
、
彼
の
い
う
窃
「
実
体
的
権
限
」
が
連
邦

議
会
に
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
に
す
ぎ
ず
、
法
話
恕
見
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
議
会
に
は
最
高
裁
の
解
釈
に
完
全
に
従
い

法
を
行
う
「
救
済
的
権
限
」
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
第
五
節
は
、
第
一
酉
修
正
制
判
定
当
時
、
最
高

裁
が
議
会
の
権
限
を
狭
く
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
(
合
衆
国
の
〉
再
建
時
代
」
を
綴
難
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
か
ら

(
m出
)

い
る
。
次
に
裁
判
所
と
議
会
の
関
係
に
関
す

生
ま
れ
た
条
項
で
あ
る
と
し
て
、
舎
の
見
解
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ

る
制
度
論
を
展
開
し
て
、
連
邦
議
会
が
「
解
釈
的
権
限
」
を
持
つ
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
議
会
の
解
釈
が
悶
修
正
第
一
節
の
権
利
内

容
に
関
す
る
最
終
的
な
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
も
の
で
な
い
裁
判
所
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は
、
制
約
環
的
制
約
約
と
し
て
、
議
会
制
定
法
を
審
査
す
る
に
際
し
て
態
法
条
項
に
関
す
る
連
邦
議
会
の
解
釈
に
十
分
な
尊
敬
そ
払
う
べ
き

こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
が
∞
C
2器
判
決
に
お
い
て
、

m
g
u
y
判
決
で
示
し
た
信
教
の
自
由
に
関
す
る
自

ら
の
解
釈
の
正
当
性
を
単
純
に
前
提
と
し
て
、
ぞ
れ
に
関
す
る
議
会
の
解
釈
な
い
し
見
解
安
全
く
考
嬢
す
る
こ
と
な
く
お
可
知
〉
を
逮

(
叩
出
)

愈
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。

第
一
一
一
に
、
今
回
出
の
判
決
を
受
け
て
、
指
教
の
・
自
由
に
関
す
る
料
判
例
法
の
今
後
の
あ
り
方
を
理
論
的
に
整
慢
す
る
と
す
れ
ば
、
次
の
一
一
一

つ
の
理
論
的
立
場
が
想
定
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
第

の
立
場
は
、

ω同
三
芸
判
決
の
判
倒
的
準
則
こ
そ
維
持
さ
れ
る
べ
き
法
態
別
で
あ

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
∞

2
5∞
判
決
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
、
現
夜
の
最
高
裁
の
と

の
自
闘
に
関
す
る
実
定
法
上
の
晃
解
マ

あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
場
は
、
オ
コ
ナ
反
対
意
鬼
が
的
確
に
指
損
し
て
い
た
よ
う
に
、
建
酪
以
来
の
信
教
の

自
由
の
詰
統
的
灘
解
を
一
合
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
州
司
同
州
〉
制
定
の
経
緯
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
宗
教
の
自
由
な
実
践
に
大

-222-

さ
な
制
制
約
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
と
う
て
い
安
当
と
は
い
え
な
い
。

第
一
一
の
立
場
は
、
今
毘
の

ω
0
2
5
判
決
は
第

間
修
正
第
五
節
の
解
釈
適
用
を
誤
る
も
の
で
あ
り
、
同
州
出
凶
〉
が
保
障
す
る
「
適
用

範
翻
が
拡
大
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
」
を
憲
法
の
信
教
の
自
由
条
項
の
解
釈
と
し
て
、
最
も
正
当
な
解
釈
と
す
る
理
論
的

立
場
で
あ
る
。
信
教
の
自
由
の
保
障
の
程
度
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
こ
れ
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
る
も
の
の
、
必
要
不
可
欠
な

利
益
テ
ス
ト
の
こ
う
し
た
全
面
的
な
適
用
範
濁
の
拡
大
に
対
す
る
危
様
も
密
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、

ω
g
E
Y
判
決
以
前
の
判
例
法

は
、
箪
隊
内
部
や
刑
務
所
内
な
ど
の
市
民
的
権
利
一
般
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
環
境
に
あ
っ
て
は
、
判
例
の
積
み
重
ね
の
ト
ん
か
ら
、
こ

の
テ
ス
ト
自
体
が
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
ω

認
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
第
二
の
立
場
で
は
こ
う
し
た
柔
軟
な
対
応
の
余
地
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
る
と
い
う
問
問
題
で
あ
る
。
実
際
に
も
、
「
四

同cvm〉
施
行
持
伎
の
下
級
裁
判
所
判
決
の
動
向
」
の
と
こ
ろ
で
み
た
よ
う
に
、

m
M
J
凶
〉
が
命
ず
る
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス
ト
会
す
べ
て
の
社
会
観
域
で
通
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
盟
難
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く



の
下
級
裁
判
所
は
、
「
宗
教
的
動
機
づ
け
テ
ス

を
支
持
す
る
者
が
指
織
す
る
よ
う
に
理
論
的
に
は
問
題
の
多
い
「
中
核
牲
の
基
準
」

h
y

「
強
制
の
基
準
い
を
使
っ
て
、

m
E
N凡
仰
の
適
用
範
囲
を
何
と
か
限
定
し
、
判
決
の
具
体
的
な
妥
当
性
と
先
針
と
の
整
合
性
を
権
保

し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

の
立
場
は
、
治
問
吋
戸
時
け
か
判
決
を
正
面
か
ら
見
直
し
、
∞
g
F
H
Y
判
決
以
前
の
判
弼
準
副
に
腐
る
こ
と
を
主
張
す
る
オ
コ
ナ
な
ど
の
一
一
一

人
の
裁
判
官
の
と
る
聴
論
的
立
場
で
あ
る
。
恭
本
的
に
、
私
も
こ
の
立
場
に
賛
成
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
は
、

φ
そ
も
そ
も
同
勾
却
〉

制
定
の
最
大
の
目
的
は
、
∞
回
忌
ル
け
}
M

判
決
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
殺
し
て
問
刑
判
決
以
前
の
厳
絡
な
審
査
蒸
添
会
議
復
す
る

〈
船
時
)

こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
②
∞
同
記
長
判
決
以
前
の
特
例
法
こ
そ
、
信
教
の
自
由
に
憶
す
る
建
層
以
来
の
伝
統
に
適
合
す

る
解
釈
で
あ
る
こ
と
G

そ
し
て
、
告
同
凶
器
w
〉
の
「
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
な
利
益
テ
ス

は
、
上
記
の
よ
う
な
務

f護教の劇E話回復j去と公衆綴銭高裁の判断(;ajj!.)

つ
で
あ
る
。
な
お
、
護
持
議
会
内
部
に
は

HW28∞
判
決
以
前
か
ら
、
例
え
、
ば
刑
務
所
に
つ
い
て
は
適

(
山
間
)

用
除
外
と
す
る
な
ど
の
、
同
弔
問
州
〉
の
適
用
範
語
を
限
定
す
る
需
法
の
改
正
法
令
制
定
す
る
動
き
が
あ
り
、
こ
う
し
た
動
き
も
第
三
の

-223-

題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
の

立
場
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

七

結
び
に
か
え
て

同凶
O
向
日
判
決
は
、
今
年
の
六
月
米
に
下
さ
れ
た
ぜ
か
り
の
判
決
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
先
に
鉛
介
し
た
マ
ツ
コ
ン
ネ

ル
の
コ
メ
ン
ト
を
除
け
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
学
説
の
対
応
、
評
簡
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
た
だ
、
九

O
年
の

∞
B
F
F
判
決
以
降
の
注
隠
す
べ
き
動
向
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
州
憲
法
上
の
信
教
の
自
由
条
項
に
関
す
る
事
件
を
審
理
し
た
六
つ

の
州
最
潟
裁
判
所
の
う
ち
、
五
つ
の
州
、
す
な
わ
ち
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
モ
ン
タ
ナ
、
ヴ
エ
ル
モ
ン
ト
、

ワ
シ
ン
ト
ン
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の
各
州
議
高
裁
が
、
的
自
宗
Y

テ
ス
ト
を
批
判
し
そ
の
採
用
を
抜
苔
し
て
必
要
不
可
欠
な
利
議
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
判
決
を
下
し
て
お
り
、

(
取
)

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

さ
ら
に
メ
イ
ン
州
最
高
裁
に
宝
つ
て
は
、
同
テ
ス
ト
を
検
討
す
る
こ
と
さ
え
綴
在
し
て
い
る
と
い

純
レ
ベ
ル
の
裁
判
官
の
問
で
は
、
山
山
主
宰
判
決
に
対
す
る
批
判
が
根
強
く
存
在
し
て
お
り
、
ぞ
れ
以
前
の
判
例
法
を
妥
当
と
考
え
る
者

が
多
い
こ
と

一
つ
の
証
左
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
、

の
∞
(
)
ミ
ロ
叩
判
決
が
ど
の
よ
う
な
ω

評
価
を
受
け
、
さ
ら
に
合
衆
闘
に
お
け
る
稔
教
の
お
自
の
保
際
が
、
今
後
、

¥;， 

ρz 

た
コ
一
つ
の
則
一
地
一
樹
的
立
場
の
い
ず
れ
の
方
向
に
動
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
連
邦
議
会
が
お
O
也
司
君
判
決
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
採
る
こ
と

に
な
る
の
か
そ
ん
治
め
て
、
詮
意
深
く
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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九日一N
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e
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M
g
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戸
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日
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'
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数
{
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2
3
込
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号
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L
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7
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〉
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抑
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中
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問
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れ
る
3

基

…
附
同
数
の
白
山
聞
に
関
す
る
判
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リ
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す
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法
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疑
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i
最
近
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法
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